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『
源
氏
物
語
』
の
一
部
始
終
に
、『
長
恨
歌
』
の
変
奏
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
時
『
長
恨
歌
』
が
広
く
流
行
し
、
深
く

愛
好
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
ご
ろ
明
け
暮
れ
御
覧
ず
る
長
恨
歌
の
御
絵
、
亭
子
の
院
の
書
か
せ
給
ひ
て
、
伊
勢
、
貫
之
に
詠
ま
せ
給
へ
る
、
大
和
言
の

葉
を
も
、
唐
土
の
う
た
を
も
、
た
ゞ
そ
の
筋
を
ぞ
枕
言
に
せ
さ
せ
給
ふ
。�

（
桐
壺
）



四
二

『
源
氏
物
語
』
桐
壷
の
巻
自
身
が
語
る
よ
う
に
、
当
時
の
宮
廷
に
あ
っ
て
『
長
恨
歌
』
は
、
絵
に
書
か
れ
、
あ
る
い
は
和
歌
や
漢

詩
に
詠
ま
れ
、
あ
る
い
は
折
に
ふ
れ
て
話
題
さ
れ
る
な
ど
、
様
々
に
愛
好
さ
れ
て
い
た
。

実
際
、『
伊
勢
集
』
に
は
、

長
恨
歌
の
屏
風
を
亭
子
院
の
帝
書
か
せ
給
ひ
て
、
そ
の
所
々
を
詠
ま
せ
給
ひ
け
る

と
題
す
る
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
平
安
朝
に
お
け
る
『
長
恨
歌
』
流
行
の
様
を
具
体
的
に
偲
ば
せ
て
く
れ
る
資
料
は
、

枚
挙
に
事
欠
か
な
い（
拙
稿「
平
安
朝
に
お
け
る
物
語
─
長
恨
歌
か
ら
源
氏
物
語
へ
─
」『
源
氏
物
語
序
説
』）。そ
う
し
た
状
況
が
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、『
源
氏
物
語
』
に
『
長
恨
歌
』
の
存
在
が
大
き
く
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
、
至
極
当
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
れ
な
ら
ば
、『
長
恨
歌
』
は
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
の
愛
好
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
源
氏
物
語
』
に
と
っ
て

の
『
長
恨
歌
』
の
意
味
を
考
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
そ
の
あ
た
り
か
ら
吟
味
を
始
め
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
（
其
一
）、『
源
氏
物
語
』
絵
合
の
巻
に
は
、
帝
の
叡
覧
に
備
う
べ
き
作
品
と
し
て
『
長
恨
歌
』

の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

長
恨
歌
、
王
昭
君
な
ど
や
う
な
る
絵
は
、
面
白
く
あ
は
れ
な
れ
ど
、�

（
絵
合
）

結
局
こ
れ
は
、「
事
の
忌
み
」
あ
る
故
に
献
上
品
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
け
れ
ど
、
公
の
場
に
出
す
に
足
る
、
数
少
な
い
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作
品
の
一
つ
と
し
て
『
長
恨
歌
』
が
尊
重
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
点
で
、
こ
の
記
事
は
注
目
に
値
す
る
。

他
に
絵
合
の
巻
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
物
語
は
わ
ず
か
に
四
つ
。『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
『
長
恨
歌
』
の
扱
い
が
、
軽
い
も
の
で

な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
他
の
四
作
品
と
は
、『
竹
取
物
語
』、『
伊
勢
物
語
』、『
う
つ
ほ
物
語
』、『
正
三
位
物
語
』。『
正
三
位

物
語
』
一
つ
は
今
に
伝
わ
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
文
学
史
上
特
筆
す
べ
き
作
品
ば
か
り
。
こ
れ
ら
が
、『
源
氏
物
語
』
が
そ
の

価
値
を
認
め
た
作
品
で
あ
っ
た
し
、
恐
ら
く
当
時
広
く
支
持
を
集
め
た
物
語
な
の
で
あ
っ
た
（
拙
稿
「
光
源
氏
須
磨
の
日
記
─
源
氏

物
語
の
文
学
史
制
覇
─
」
本
誌
第
二
十
七
輯
）。

こ
こ
に
、
特
に
『
長
恨
歌
』
愛
好
と
の
関
連
で
注
目
す
べ
き
物
語
は
、「
物
語
の
出
で
来
始
め
の
親
な
る
竹
取
の
翁
」、
す
な
わ
ち

『
竹
取
物
語
』
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、『
竹
取
物
語
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
、「
か
く
や
姫
」
こ
そ
は
、『
長
恨
歌
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
、
楊
貴
妃
と
瓜
二
つ
の
相
貌
を
呈

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

美
麗
比
類
無
き
女
が
、
恋
い
慕
う
男
を
こ
の
世
に
残
し
て
こ
の
世
な
ら
ぬ
世
界
に
飛
び
去
っ
て
行
っ
て
し
ま
う
話
で
あ
る
、
と
い

う
点
で
は
、『
竹
取
物
語
』
も
『
長
恨
歌
』
も
択
ぶ
と
こ
ろ
が
な
い
。『
長
恨
歌
』
愛
好
の
秘
密
は
、『
竹
取
物
語
』
の
人
気
の
秘
密

と
多
分
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

方
士
ガ
大
真
院
ヲ
尋
シ
、
貴
妃
ノ
私
語
再
ビ
唐
帝
ノ
思
ヒ
ニ
還
ル
。
使
臣
ガ
富
士
ノ
峰
ニ
昇
ル
、
仙
女
ノ
別
書
永
ク
和
君
ノ
情

ヲ
燋
セ
リ
。
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彼
モ
仙
女
也
、
此
モ
又
仙
女
也
、
共
ニ
恋
シ
キ
袖
ニ
玉
散
ル
。
彼
ハ
死
シ
テ
去
ル
、
此
ハ
生
テ
去
ル
、
同
ジ
ク
別
テ
夜
ノ
衣
ヲ

カ
ヘ
ス
。
都
テ
昔
モ
今
モ
、
好
女
ハ
国
ヲ
傾
ケ
人
ヲ
悩
マ
ス
。
ツ
ヽ
シ
ミ
テ
色
ニ
耽
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

『
海
道
記
』
の
作
者
は
、
鎌
倉
下
向
の
途
次
、
富
士
山
を
よ
ぎ
る
場
面
で
、「
採
竹
翁
」
の
説
話
を
採
録
し
て
い
る
が
、
は
た
せ
る

か
な
、「
赫
奕
姫
」
に
配
す
る
に
『
長
恨
歌
』
の
楊
貴
妃
を
対
照
的
に
取
り
上
げ
、
好
一
対
の
も
の
と
し
て
叙
述
を
進
め
て
い
る
。

『
長
恨
歌
』
と
『
竹
取
物
語
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
上
の
類
似
は
、
誰
し
も
が
看
取
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
（
１
）。

ま
ず
、
美
麗
極
り
な
い
美
女
が
、
男
の
元
に
現
れ
る
。

こ
の
児
の
容
貌
け
う
ら
な
る
事
世
に
な
く
、
屋
の
内
は
暗
き
所
な
く
光
満
ち
た
り
。�

（『
竹
取
物
語
』）

天
生　
二
麗
質　
一
難　
二
自
棄　
一　

一
朝
選
在　
二
君
王
側　
一�

（『
長
恨
歌
』）

そ
の
美
し
さ
は
、
惚
れ
惚
れ
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
。

翁
、
心
地
悪
し
く
苦
し
き
時
も
、
こ
の
子
を
見
れ
ば
苦
し
き
事
も
や
み
ぬ
。
腹
立
た
し
き
事
も
慰
み
け
り
。�

（『
竹
取
物
語
』）

尽
日
君
王
看
不　
レ
足�

（『
長
恨
歌
』）

と
こ
ろ
が
、
女
に
は
男
の
元
を
去
っ
て
天
界
へ
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が
訪
れ
る
。
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今
は
帰
る
べ
き
に
な
り
に
け
れ
ば
、
こ
の
月
の
十
五
日
に
、
か
の
も
と
の
国
よ
り
、
迎
へ
に
人
々
ま
う
で
来
ん
ず
。

�

（『
竹
取
物
語
』）

宛
転
蛾
眉
馬
前
死�

（『
長
恨
歌
』）

男
の
愁
嘆
。

そ
の
後
、
翁
、
媼
、
血
の
涙
を
流
し
て
惑
へ
ど
、
か
ひ
な
し
。
あ
の
書
き
置
き
し
文
を
読
み
聞
か
せ
ど
、「
な
に
せ
む
に
か
、

命
も
惜
し
か
ら
む
。
誰
が
た
め
に
か
、
何
事
も
用
も
な
し
」
と
て
薬
も
食
は
ず
、
や
が
て
起
き
も
上
ら
で
病
み
臥
せ
り
。

�

（『
竹
取
物
語
』）

君
王
掩　
レ
眼
救
不　
レ
得　

廻
看　
二
涙
血
相
和
流　
一�

（『
長
恨
歌
』）

生
別
、
死
別
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
両
者
の
展
開
は
実
に
よ
く
似
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、『
竹
取
物
語
』
に
人
気
が
あ
っ
た
と

す
る
な
ら
ば
、
同
様
の
筋
を
た
ど
る
『
長
恨
歌
』
が
も
て
は
や
さ
れ
た
こ
と
も
不
思
議
で
は
な
い
。

そ
れ
ば
か
り
か
、『
長
恨
歌
』
と
『
竹
取
物
語
』
と
の
間
に
は
、
さ
ら
に
類
似
点
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

か
く
や
姫
は
、
罪
を
つ
く
り
給
へ
ば
、
か
く
賤
し
き
己
が
も
と
に
し
ば
し
お
は
し
つ
る
な
り
。
罪
の
限
り
果
て
ぬ
れ
ば
か
く
迎
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ふ
る
を
、
翁
は
泣
き
嘆
く
、
能
は
ぬ
事
な
り
。

『
竹
取
物
語
』
の
「
か
く
や
姫
」
は
、
実
は
贖
罪
の
た
め
に
地
上
に
配
流
さ
れ
て
い
た
と
言
う
。
同
様
の
事
情
は
、『
長
恨
歌
』
の
楊

貴
妃
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

我
本
上
界
諸
仙
、
先
与　
二
玄
宗　
一
有　
二
恩
愛　
一
之
故
、
謫
居　
二
於
下
世　
一
、�

（『
長
恨
歌
序
』）

い
つ
の
頃
か
『
長
恨
歌
』
に
付
さ
れ
た
『
序
』
に
よ
れ
ば
、
楊
貴
妃
は
も
と
天
上
界
の
仙
女
で
あ
り
、
玄
宗
と
恩
愛
の
契
が
あ
っ

た
た
め
に
、
下
界
に
流
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
す
で
に
『
長
恨
歌
伝
』
に
も
、「
復
堕　
二
下
界　
一
、
且
結　
二
後
縁　
一
」
と
述
べ

ら
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
も
し
こ
の
説
が
古
く
溯
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、『
竹
取
物
語
』
と
の
類
同
は
一
層
著
し
い
こ
と
に

な
る
（
２
）。

「
彼
モ
仙
女
也
、
此
モ
仙
女
也
」。
少
く
と
も
『
海
道
記
』
は
、
楊
貴
妃
を
、「
か
く
や
姫
」
と
同
じ
よ
う
な
「
仙
女
」
と
し
て
把

握
し
て
い
た
。

諸
書
に
指
摘
さ
れ
る
が
、『
海
道
記
』
は
、
竹
取
の
説
話
を
記
す
に
当
っ
て
、「
赫
奕
姫
」
を
楊
貴
妃
に
重
ね
て
叙
述
し
て
い
る
。

長
テ
好
カ
ホ
ヨ
キ事

比
ナ
シ
。�

（『
海
道
記
』）

楊
家
有　
レ
女
初
長
成
（「
長
」
字
、
金
沢
文
庫
本
『
白
氏
文
集
』
傍
訓
「
ヒ
ト
ヽ
ナ
リ
」）�

（『
長
恨
歌
』）
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一
タ
ビ
咲
メ
バ
百
ノ
媚
ナ
ル
。�

（『
海
道
記
』）

廻　
レ
眸
一
笑
百
媚
生�

（『
長
恨
歌
』）

君
ノ
思
ヒ
臣
ノ
懐
ヒ
涙
同
ク
袖
ヲ
ウ
ル
ホ
ス�

（『
海
道
記
』）

君
臣
相
顧
尽
霑　
レ
衣�

（『
長
恨
歌
』）

風
ノ
声
札
々
ト
シ
テ
夜
ノ
恨
ミ
長
シ
。�

（『
海
道
記
』）

長
恨
歌
（
題
名
）�

（『
長
恨
歌
』）

好
女
ハ
国
ヲ
傾
ケ
人
ヲ
悩
ス�

（『
海
道
記
』）

漢
皇
重　
レ
色
思　
二
傾
国　
一�

（『
長
恨
歌
』）

ひ
と
え
に
そ
れ
は
、『
長
恨
歌
』
と
竹
取
説
話
と
の
類
同
の
故
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
、『
長
恨
歌
』
が
愛
好
さ
れ
た
理
由
の
一
端
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
の
物
語
と
し
て
の
展
開
の
大
筋
は
、
当
時
「
物
語

の
出
で
来
始
め
の
親
」
と
敬
愛
さ
れ
た
、『
竹
取
物
語
』
の
そ
れ
に
重
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、『
竹
取
物
語
』
と
『
長
恨
歌
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
類
似
は
、
そ
の
前
半
、
楊
貴
妃
の
死
の
場
面
ま
で
に
留
ま
る
。
後
半
、

方
士
の
蓬
萊
訪
問
の
場
面
は
し
か
し
、『
竹
取
物
語
』
に
対
応
す
る
箇
所
を
持
た
な
い
。
そ
れ
は
、『
竹
取
物
語
』
に
対
し
て
、『
長

恨
歌
』
が
そ
の
独
自
性
を
主
張
す
る
部
分
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
半
部
分
に
対
し
て
も
、
類
似
の
物
語
を
、
当
時
人
気
の
作
品
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

男
が
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
世
界
を
訪
ね
、
美
女
に
巡
り
会
う
と
い
う
話
。
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す
な
わ
ち
、「
浦
島
太
郎
」
を
典
型
と
す
る
、
浦
島
説
話
で
あ
る
。

仮
名
に
よ
る
物
語
作
品
と
し
て
は
、
浦
島
の
話
は
御
伽
草
子
の
類
を
俟
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
浦
島
の
話
自
体
は
、
周
知
の
通
り
、

す
で
に
『
日
本
書
紀
』、『
丹
後
国
風
土
記
』（『
釈
日
本
紀
』
所
引
）、『
萬
葉
集
』（「
詠　
二
水
江
浦
島
子　
一
」）
な
ど
に
も
見
え
て
い
る
。

平
安
朝
に
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
人
気
を
博
し
た
話
ら
し
く
（
３
）、
仁
明
天
皇
四
十
賀
の
際
に
は
、
浦
島
子
の
像
が
作
ら
れ
て
い
る
（『
続

日
本
後
紀
』）
し
、『
浦
島
子
伝
』、『
続
浦
島
子
伝
記
』
等
の
作
品
も
製
作
さ
れ
て
い
る
。

『
源
氏
物
語
』
に
も
、

あ
り
し
世
の
名
残
り
だ
に
な
き
浦
島
に
立
ち
寄
る
波
の
め
づ
ら
し
き
か
な�

（
賢
木
）

な
ど
と
詠
ま
れ
て
い
る
（
４
）。

分
け
て
も
、『
続
浦
島
子
伝
記
』。「
続
浦
島
子
伝
記
は
其
の
署
記
の
如
く
承
平
二
（
九
三
二
）
年
の
作
な
る
べ
し
」（
柿
村
重
松
『
上

代
日
本
漢
文
学
史
』）
と
さ
れ
る
が
（
５
）、す
で
に
そ
の
文
章
に
は
、『
長
恨
歌
』
の
字
句
や
表
現
と
の
類
似
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
（
６
）（
群

青
類
従
本
）。

雲
髪
峨
々
、
不　
レ
加　
二
芳
沢　
一
。
花
容

々
、
無　
レ
御　
二
鉛
粉　
一
。�

（『
続
浦
島
子
伝
記
』）

雲
髪
花
顔
金
歩
揺�

（『
長
恨
歌
』）

金
台
玉
楼
、
隆
崇
而
崔
嵬
。�

（『
続
浦
島
子
伝
記
』）
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九

金
屋
粧
成
嬌
侍　
レ
夜　

玉
楼
宴
罷
酔
和　
レ
春�

（『
長
恨
歌
』）

芙
蓉
帳
開
、
而
素
月
射　
レ
幌
。�

（『
続
浦
島
子
伝
記
』）

芙
蓉
帳
暖
度　
二
春
宵　
一�

（『
長
恨
歌
』）

霓
裳
羽
衣
、
而
逍　
二
遥
於
紫
府
之
黄
庭　
一
。�

（『
続
浦
島
子
伝
記
』）

驚
破
霓
裳
羽
衣
曲�

（『
長
恨
歌
』）

楊
柳
眉
生
愁
萬
数　

芙
蓉
𥇥
落
涙
千
行�

（『
続
浦
島
子
伝
記
』）

芙
蓉
如　
レ
面
柳
如　
レ
𥇥　

対　
レ
此
如
何
不　
二
涙
垂　
一
・
太
液
芙
蓉
未
央
柳　

�

（『
長
恨
歌
』）

俯　
レ
地
馳　
レ
神
臨　
二
絶
壁　
一　

仰　
レ
天
抱　
レ
影
　
二
連
崗　
一�

（『
続
浦
島
子
伝
記
』）

排　
レ
空
馭　
レ
気
奔
如　
レ
電　

昇　
レ
天
入　
レ
地
求
之
遍�

（『
長
恨
歌
』）

憎　
二
比
目
魚　
一
胸
臆
苦　

妬　
二
交
心
鳥　
一
感
情
傷�

（『
続
浦
島
子
伝
記
』）

在　
レ
天
願
作　
二
比
翼
鳥　
一　

在　
レ
地
願
為　
二
連
理
枝　
一�

（『
長
恨
歌
』）

遙
尋　
二
旧
里　
一
草
間
宿　

夢
見　
二
蓬
萊　
一
秋
夜
長�

（『
続
浦
島
子
伝
記
』）

秋
燈
挑
尽
未　
レ
能　
レ
眠　

遅
々
鐘
漏
初
長
夜�

（『
長
恨
歌
』）

岐
路
還
思
比
翼
鶼　

�

（『
続
浦
島
子
伝
記
』）

在　
レ
天
願
作　
二
比
翼
鳥　
一�

（『
長
恨
歌
』）

字
句
の
類
似
は
『
長
恨
歌
』
の
文
言
を
踏
ま
え
た
結
果
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
内
容
も
、
一
般
に
流
布
す
る
「
浦
島
太
郎
」
の
話
に
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比
較
す
る
な
ら
ば
、
は
る
か
に
『
長
恨
歌
』
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
（
７
）。

例
え
ば
、
主
人
公
、「
浦
島
子
」
自
身
。
彼
は
、
最
初
か
ら
仙
術
に
闌
け
た
仙
人
で
あ
っ
た
。

浦
島
子
者
、
不　
レ
知　
二
何
許
人　
一
。
蓋
上
古
仙
人
也
。

彼
も
ま
た
、『
長
恨
歌
』
の
、「
方
士
」「
道
士
」
と
同
じ
力
を
持
つ
存
在
で
あ
っ
た
の
だ
。

『
続
浦
島
子
伝
記
』
に
よ
れ
ば
、

服　
レ
気
乗　
レ
雲
、
出　
二
於
天
蔵
之
閫　
一
、
陸
沉
水
行
、
閇　
二
於
地
戸
之
扉　
一
、
以　
レ
天
爲　
レ
幕
、
遊　
二
身
於
六
合
之
表　
一
、
以　
レ
地
爲　
レ
席
、

遣　
二
懐
於
八
埏
之
垂　
一
。

と
あ
る
が
、
そ
れ
は
『
長
恨
歌
』
の
方
士
の
術
に
通
う
も
の
で
あ
っ
た
。

又
能
遊　
レ
神
馭　
レ
気
、
出　
二
天
界　
一
没　
二
地
府　
一
、�

（『
長
恨
歌
伝
』）

『
続
浦
島
子
伝
記
』
に
お
け
る
浦
島
子
は
、
単
な
る
漁
師
な
ど
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

亀
か
ら
姿
を
変
え
た
美
女
に
誘
わ
れ
た
先
も
、
龍
宮
城
な
ら
ぬ
、「
蓬
萊
宮
」
で
あ
っ
た
。『
続
浦
島
子
伝
記
』
は
、
こ
の
美
女
の
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住
処
は
、「
蓬
嶺
」「
蓬
山
」「
蓬
萊
宮
」「
蓬
萊
山
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。

向　
二
於
蓬
萊
山　
一
。
如　
レ
夢
如　
レ
電
、�

（『
続
浦
島
子
伝
記
』）

『
長
恨
歌
』
の
方
士
が
楊
貴
妃
を
訪
ね
た
先
も
、「
蓬
萊
宮
」
で
あ
っ
た
。「
奔
如　
レ
電
」。
彼
も
ま
た
「
電
の
如
」
く
「
奔
」
っ
て
蓬

萊
に
至
っ
て
い
る
。

蓬
萊
は
海
上
に
浮
ぶ
仙
境
、
浦
島
子
も
『
長
恨
歌
』
の
道
士
も
、
海
を
渡
っ
て
仙
山
に
達
し
た
。

忽
聞
海
上
有　
二
仙
山　
一�

（『
長
恨
歌
』）

東
極
絶　
二
天
界　
一
、
跨　
二
蓬
壷　
一
見　
二
最
高
仙
山　
一
、

雲
海
沈
々
、
洞
天
日
暮
。�

（『
長
恨
歌
伝
』）

而
散　
二
花
浪
於
海
面　
一
。
掣
々
洩
々
、
未　
レ
知　
二
所　
レ
志
之
遠
近　
一
。
沆
々
悠
々
、
不　
レ
悟　
二
所　
レ
遊
之
東
西
。
遂
一
時
眠
之
内
、

済　
二
萬
里
波
上　
一
、
而
到　
二
蓬
萊
山
脚　
一
也
。�

（『
続
浦
島
子
伝
記
』）

し
か
し
両
者
は
、
蓬
萊
に
至
っ
て
た
だ
ち
に
仙
宮
に
入
れ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
二
人
は
と
も
に
門
外
に
待
た
さ
れ
る
。

金
闕
西
廂
叩　
二
玉
　
一　

転
教　
三
小
玉
報　
二
双
成　
一�

（『
長
恨
歌
』）
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図３　浦島太郎絵巻（東洋文庫蔵）

図４　長恨歌絵巻（日本大学総合学術センター蔵）
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方
士
抽　
レ
簪
叩　
レ
扉
、
有　
二
双
鬟
童
女　
一
、
出
応　
レ
門
。
方
士
造
次
未　
レ
及　
レ
言
、
而
双
鬟
復
入
。

瓊
戸
重
闔
、
悄
然
無
声
。
方
士
屏　
レ
息
斂　
レ
足
、
拱　
二
手
門
下　
一
。�

（『
長
恨
歌
伝
』）

而
令　
三
島
子
立　
二
於
門
外　
一
、
神
女
先
入
告　
二
於
父
母　
一
、�

（『
続
浦
島
子
伝
記
』）

浦
島
子
を
し
ば
し
門
外
に
立
た
せ
、
ひ
と
ま
ず
先
に
蓬
萊
宮
に
入
り
、
衣
服
を
整
え
容
儀
を
改
め
姿
を
現
わ
し
た
『
続
浦
島
子
伝

記
』
の
美
女
に
は
、
し
ば
ら
く
方
士
を
門
外
に
待
た
せ
た
と
こ
ろ
へ
出
御
し
た
、
盛
装
の
楊
貴
妃
の
登
場
の
仕
方
に
通
う
と
こ
ろ
が

あ
る
。

そ
う
し
て
、
貴
妃
と
方
士
、
浦
島
子
と
女
は
相
会
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
別
れ
の
情
景
に
も
類
似
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

空
持　
二
旧
物　
一
表　
二
深
情　
一　

鈿
合
金
釵
寄
将
去

別
れ
に
臨
ん
で
楊
貴
妃
は
方
士
に
「
釵
」
を
託
し
た
。
一
方
、
浦
島
子
に
は
「
玉
匣
」
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
、「
鈿
合
金
釵
」
と
言
え
ど
も
人
工
の
品
、
偽
物
の
嫌
疑
の
か
か
る
の
を
慮
っ
て
、「
臨　
レ
別
殷
勤
重
寄　
レ
詞
」、
楊
貴
妃
は
玄

宗
と
の
秘
密
の
誓
言
を
さ
ら
に
方
士
に
伝
え
て
い
る
。

『
続
浦
島
子
伝
記
』
の
女
も
、
別
れ
に
際
し
て
浦
島
子
に
言
葉
を
寄
せ
て
い
た
。

吾
聞
、
君
子
贈　
レ
人
以　
レ
言
、
小
人
贈　
レ
人
以　
レ
財
。
雖　
三
我
非　
二
君
子　
一
、
而
適
得　
二
仙
骨　
一
也
。
将　
二
贈　
レ
子
以　
　一レ

言
。
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楊
貴
妃
は
、
玄
宗
と
の
「
比
翼
連
理
」
の
誓
い
を
明
か
し
た
が
、『
続
浦
島
子
伝
記
』
で
も
、「
終　
二
萬
歳
之
契　
一
、
遂　
二
再
会
之

志　
一
」
を
期
し
て
、
女
は
浦
島
子
に
別
れ
の
言
葉
を
寄
せ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
い
ず
れ
も
そ
の
美
女
の
正
体
は
神
仙
で
あ
っ
た
。『
続
浦
島
子
伝
記
』
で
は
、
女
は
「
仙
娘
」「
神
女
」
等
と
記
さ
れ
て

い
る
。
楊
貴
妃
が
「
上
界
諸
仙
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、『
長
恨
歌
序
』
の
す
で
に
記
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
長
恨
歌
序
』
に
よ
れ
ば
、
貴
妃
と
玄
宗
と
の
縁
は
前
世
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
と
も
言
う
。

我
本
上
界
諸
仙
、
先
与　
二
玄
宗　
一
有　
二
恩
愛　
一
之
故
、
謫　
二
居
於
下
世　
一
、
得　
レ
爲　
二
夫
妻　
一
。
既
死
之
後
恩
愛
已
絶
。
今
汝
来
求　
レ

我
、
恩
愛
又
生
。

こ
れ
に
対
し
て
、『
続
浦
島
子
伝
記
』
も
浦
島
子
と
神
女
の
夫
婦
の
縁
を
前
世
か
ら
の
も
の
と
し
て
い
る
。

妾
在
昔
之
世
、
結　
二
夫
婦
之
義　
一
、
而
我
成　
二
天
仙　
一
、
生　
二
蓬
莱
宮
中　
一
、
子
作　
二
地
仙　
一
、
遊　
二
澄
江
之
波
上　
一
。
今
感　
二
宿
借

之
因　
一
、
来
隋　
二
俗
境
之
縁　
一
也
。

我
依　
二
宿
昔
之
因　
一
、
尽　
二
当
時
之
縁　
一
也
。

そ
れ
が
、
玄
宗
、
浦
島
子
と
の
邂
逅
に
よ
っ
て
ふ
た
た
び
復
活
す
る
の
だ
と
、
貴
妃
も
神
女
も
語
る
の
で
あ
る
。
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『
長
恨
歌
』、
特
に
そ
の
後
半
部
分
が
い
か
に
浦
島
説
話
（
８
）、
就
中
『
続
浦
島
子
伝
記
』
に
似
る
か
（
９
）、
す
で
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
す

で
に
日
本
で
人
気
を
得
て
い
た
浦
島
説
話
と
の
類
似
、
こ
れ
が
ま
た
『
長
恨
歌
』
の
人
気
を
呼
ん
だ
の
で
あ
る（（1
（

。

『
長
恨
歌
』
と
浦
島
説
話
の
ス
ト
ー
リ
ー
上
の
類
似
は
、『
続
古
事
談
』
の
次
の
よ
う
な
説
話
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

張
喩
と
い
ふ
者
有
り
け
り
。
こ
と
の
ほ
か
の
好
き
者
、
又
、
好
色
に
て
有
り
け
る
。
心
に
深
く
風
月
を
翫
び
て
、
身
、
常
に
名

所
に
遊
び
け
り
。
こ
の
人
、
伝
へ
て
貴
妃
の
有
り
様
を
聞
き
て
、
遙
か
に
愛
念
の
心
を
起
こ
す
。
見
ず
知
ら
ぬ
世
の
人
を
恋
ひ

て
、
心
を
砕
き
身
を
苦
し
む
。
離
宮
の
古
き
跡
に
臨
み
て
は
、
昔
を
思
ひ
て
涙
を
流
し
、
馬
嵬
の
坡
の
ほ
と
り
に
行
き
て
は
、

い
に
し
へ
を
悲
し
み
て
、
腸
を
断
つ
。
か
く
の
如
く
思
ひ
悲
し
め
ど
も
、
同
じ
世
に
あ
る
人
な
ら
ね
ば
、
言
ひ
知
ら
す
べ
き
か

た
な
し
。
い
た
づ
ら
に
嘆
き
、
い
た
づ
ら
に
恋
ひ
て
年
月
を
過
ご
す
ほ
ど
に
、
あ
る
時
、
夢
に
、
み
づ
ら
結
ひ
た
る
童
子
来
た

り
て
曰
く
、「
玉
妃
の
召
す
な
り
。
す
み
や
か
に
参
る
べ
し
」
と
。
夢
の
中
の
心
、
歓
び
を
な
す
事
限
り
な
し
。
童
子
を
先
に

立
て
ゝ
、
や
う
〳
〵
行
く
ほ
ど
に
、
程
な
く
玉
妃
の
宮
殿
に
渡
り
ぬ
。
玉
の
簾
を
入
り
て
、
錦
の
帳
に
臨
み
ぬ
。
玉
妃
は
床
の

上
に
あ
り
。
張
喩
は
下
に
居
た
り
。
年
頃
の
志
を
述
べ
て
、
そ
の
詞
尽
く
る
事
な
し
。
玉
妃
、
懇
に
憐
れ
み
語
ら
ふ
こ
と
、
人

間
の
女
の
如
し
。
睦
び
近
付
き
て
後
、
そ
の
思
ひ
い
よ
〳
〵
深
し
。
玉
妃
の
手
を
執
り
て
、
床
の
上
に
登
ら
ん
と
す
る
に
、
身

重
く
て
、た
や
す
く
登
る
事
を
得
ず
。妃
の
曰
く
、「
汝
は
人
間
の
身
な
り
。穢
ら
は
し
く
卑
し
く
し
て
わ
が
床
に
登
り
が
た
し
」。

張
喩
、
懇
に
近
付
か
む
事
を
望
む
。
そ
の
時
玉
妃
、
人
を
呼
び
て
、
え
も
言
は
ぬ
香
湯
を
設
け
て
、
そ
の
身
を
洗
浴
せ
し
め
て

後
、
手
を
執
り
て
床
の
上
に
登
る
に
、
身
軽
く
し
て
思
ひ
の
如
く
に
登
り
ぬ
。
交
は
り
臥
す
こ
と
、
世
の
常
の
如
し
。
懐
し
く

睦
ま
じ
き
事
、
す
べ
て
詞
も
及
ば
ず
。
別
れ
の
懐
ひ
未
だ
述
べ
尽
さ
ゞ
る
に
、
暁
の
風
や
う
や
く
に
驚
か
す
。
人
間
に
帰
ら
ず
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し
て
、
こ
ゝ
に
留
ま
ら
ん
事
を
望
め
ど
も
、
玉
妃
さ
ら
に
許
す
こ
と
な
し
。
許
さ
ず
と
い
へ
ど
も
、
そ
の
思
ひ
浅
か
ら
ざ
る
け

し
き
な
り
。
後
会
を
契
り
て
曰
く
、「
今
十
五
日
あ
り
て
、
そ
の
所
に
行
き
て
、
再
び
会
ひ
見
る
こ
と
を
得
ん
」
と
。
こ
の
契

を
聞
き
て
後
、
夢
早
く
醒
め
ぬ
。
別
れ
の
涙
、
枕
の
上
に
乾
く
こ
と
な
し
。
む
な
し
き
床
に
起
き
ゐ
て
、
泣
き
悲
し
め
ど
も
甲

斐
な
し
。
其
の
後
、
十
五
日
を
過
ぎ
て
契
り
し
所
へ
行
き
ぬ
。
か
の
所
は
広
き
野
な
り
け
り
。
野
煙
渺
茫
と
し
て
、
行
け
ど
も

行
け
ど
も
人
な
し
。
た
ま
〳
〵
牧
童
の
一
人
会
へ
り
け
る
に
、
試
み
に
こ
れ
を
問
ひ
け
れ
ば
、
か
の
童
の
曰
く
、「
今
朝
い
ま

だ
暗
き
よ
り
こ
の
野
に
あ
り
。
朝
霧
の
絶
え
間
に
、
え
も
言
ひ
知
ら
ぬ
天
女
一
人
ま
み
え
て
、
我
を
呼
び
て
曰
く
、「
こ
れ
に

も
し
人
を
尋
ぬ
る
者
あ
ら
ば
、
必
ず
こ
れ
を
与
へ
よ
」
と
て
、
一
通
の
書
を
残
し
て
、
霧
の
内
に
消
え
、
雲
の
中
に
入
り
ぬ
。

彼
の
人
の
示
せ
る
人
か
」
と
て
、
そ
の
書
を
与
へ
た
り
。
こ
れ
を
聞
き
て
、
一
度
は
会
は
ざ
る
事
を
悲
し
み
、
一
度
は
書
を
残

せ
る
事
を
喜
ぶ
。
心
を
鎮
め
、
眼
を
拭
ひ
て
、
こ
れ
を
披
き
見
る
に
、
一
紙
、
詞
少
な
く
し
て
、
四
韻
の
詩
を
書
け
り
。
そ
の

中
の
一
句
に
曰
く
、

天
上
歓
栄
雖　
レ
可　
レ
楽　

人
間
聚
散
勿
堪　
レ
悲

と
な
む
あ
り
け
る
。
人
の
思
ひ
の
む
な
し
か
ら
ざ
る
事
、
古
今
も
隔
つ
る
事
な
く
、
天
上
人
間
も
お
の
づ
か
ら
通
ふ
。
ま
こ
と

に
あ
は
れ
な
る
事
な
り
。

「
伝
へ
て
貴
妃
の
有
り
様
を
聞
き
て
、遥
か
に
愛
念
の
心
を
起
こ
し
」
た
「
張
喩
」
は
、「
夢
の
中
」
に
「
玉
妃
の
宮
殿
」
へ
行
き
、

女
に
巡
り
会
う
。
し
か
し
、
そ
れ
も
束
の
間
、
彼
は
人
間
界
に
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
「
再
び
会
ひ
見
る
こ
と
を
得

ん
」
と
い
う
「
契
」
の
言
葉
を
得
て
こ
の
世
に
戻
っ
て
来
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
何
も
無
く
、「
野
煙
渺
茫（（1
（

」、
彼
は
空
し
く
「
天
女
」
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か
ら
託
さ
れ
た
一
通
の
手
紙
を
手
に
、
事
の
不
思
議
に
思
い
を
致
す
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
ま
さ
に
、
楊
貴
妃
の
登
場
す
る
浦
島
説
話
に
他
な
ら
な
い（（1
（

。

『
長
恨
歌
』
の
圧
倒
的
な
影
響
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、『
長
恨
歌
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
を
借
り
た
浦
島
の
話
が
綴
ら
れ
た
こ
と
は
、
両

者
の
深
い
と
こ
ろ
で
の
類
同
を
示
し
て
興
味
深
い
。

浦
島
説
話
の
人
気
、
そ
し
て
類
似
す
る
『
長
恨
歌
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
、「
貴
妃
」
の
人
気
。
そ
う
し
た
興
味
が
こ
う
し
た
説
話
を
生

ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

『
長
恨
歌
』
後
半
と
浦
島
説
話
の
類
同
。
以
っ
て
、『
長
恨
歌
』
の
人
気
の
理
由
の
、
も
う
一
つ
の
一
端
を
こ
こ
に
探
る
こ
と
が
出

来
る
。

竹
取
と
浦
島
。

『
長
恨
歌
』
は
、
元
来
、
中
国
の
詩
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
語
る
と
こ
ろ
は
、
当
時
日
本
で
大
変
に
好
ま
れ
て
い
た
二
つ
の
代
表

的
な
物
語
、竹
取
と
浦
島
と
い
う
二
つ
の
物
語
の
骨
格
を
、さ
な
が
ら
に
備
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
素
地
の
あ
る
所
ヘ
『
長

恨
歌
』
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
愛
好
の
的
と
な
っ
た
こ
と
は
、
自
然
の
勢
い
で
あ
っ
た
と
言
わ
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

注（
１
）	　

拙
稿
「
赫
奕
姫
と
白
島
処
女
─
柳
田
國
男
『
昔
話
と
文
学
』
覚
書
─
」（
高
木
昌
史
編
『
柳
田
國
男
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』）
参
照
。



五
八

（
２
）	　
『
長
恨
歌
』
の
『
序
』
は
、
日
本
で
の
製
作
に
な
る
と
さ
れ
る
（
近
藤
春
雄
『
長
恨
歌
・
琵
琶
行
の
研
究
』、
太
田
次
男
「
長
恨
歌
序

の
成
立
に
つ
い
て
」『
東
方
学
』
第
六
九
輯
）。

（
３
）	　

阪
口
保
『
浦
島
説
話
の
研
究
』、
水
野
祐
『
古
代
社
会
と
浦
島
伝
説
』
参
照
。

（
４
）	　
『
源
氏
物
語
』
夕
霧
の
巻
は
、
母
一
条
御
息
所
を
偲
ぶ
落
葉
宮
を
、

御
佩
刀
に
添
へ
て
経
筥
を
添
へ
た
る
が
、
御
か
た
は
ら
も
離
れ
ね
ば
、

　

恋
し
さ
の
な
ぐ
さ
め
が
た
き
形
見
に
て
涙
に
曇
る
玉
の
筥
か
な

黒
き
も
ま
だ
し
あ
へ
さ
せ
給
は
ず
、
か
の
手
馴
ら
し
給
へ
り
し
螺
鈿
の
筥
な
り
。
誦
経
に
せ
さ
せ
給
う
し
を
、
形
見
に
留
め
給
へ

る
な
り
け
り
。
浦
島
の
子
が
心
地
な
む
。

　
　

と
描
く
。「
形
見
」
の
経
筥
を
、歌
に
「
玉
の
筥
」
と
詠
じ
る
の
は
、『
続
浦
島
子
伝
記
』
等
に
言
う
「
玉
匣
」
に
拠
っ
て
、「
浦
島
の
子
」

と
言
う
の
に
因
む
措
辞
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
「
螺
鈿
の
筥
」
で
あ
り
、「
形
見
に
留
め
給
へ
る
」
と
言
う
の
は
、『
長
恨
歌
』「
空
持　
二

旧
物　
一
表　
二
深
情　
一　

鈿
合
金
釵
寄
将
去　

釵
留　
二
一
鈷　
一
合
一
扇　

釵
擘　
二
黄
金　
一
合
分　
レ
鈿　

但
教　
三
心
似　
二
金
鈿
堅　
一
」
に
拠
る
も
の

で
あ
ろ
う
。

（
５
）	　
『
続
浦
島
子
伝
記
』「
逢
事
乃
雲
井
遥
丹
阻
礼
羽
心
曽
虚
爾
思
成
塗
」
は
、紀
貫
之
「
あ
ふ
こ
と
は
雲
居
は
る
か
に
な
る
神
の
音
に
き
ゝ

つ
ゝ
恋
ひ
わ
た
る
か
な
」（『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
一
・
恋
一
・
四
八
二
）
に
似
る
。

（
６
）	　
『
続
浦
島
子
伝
記
』
の
『
長
恨
歌
』
の
字
句
の
利
用
は
、
渡
辺
秀
夫
『
平
安
朝
文
学
を
漢
文
世
界
』
に
部
分
的
に
指
摘
さ
れ
る
。

（
７
）	　

そ
の
他
『
続
浦
島
子
伝
記
』
に
は
、「
牽
牛
織
女
」、「
尤
物
」、「
玉
顔
」
等
、『
長
恨
歌
』・『
長
恨
歌
伝
』
に
拠
る
と
思
わ
れ
る
文
言

が
枚
挙
に
暇
無
い
。

（
８
）	　
『
注
好
選
』
は
、
上
巻
末
に
「
漢
皇
涕
密
契
第
一
百
一
」、「
嶋
子
別
笞
雲
第
一
百
二
」
と
、『
長
恨
歌
』
の
話
と
浦
島
の
話
と
を
連
続
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し
て
並
載
し
て
い
る
。

（
９
）	　

さ
ら
に
、『
続
浦
島
子
伝
記
』
全
体
の
構
成
に
も
『
長
恨
歌
』
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
『
続
浦
島
子
伝
記
』
は
、実
は
内
容
的
に
重
な
る
、二
つ
部
分
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
前
半
、散
文
で
綴
ら
れ
た
「
伝
」
の
部
分
と
、

後
続
す
る
、七
言
に
よ
る
韻
文
の
「
辞
」
の
部
分
で
あ
る
。
し
か
し
、こ
の
構
成
自
体
、韻
文
の
『
長
恨
歌
』
に
先
立
っ
て
散
文
の
『
長

恨
歌
伝
』
を
置
く
と
い
う
、『
長
恨
歌
』
の
作
品
構
成
に
範
を
仰
い
だ
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
『
続
浦
島
子
伝
記
』
に
は
、「
依　
レ
有　
二
余
興　
一
。
詠　
二
加
和
歌
絶
句
各
十
四
首　
一
。
浦
島
子
之
詠
十
首

亀
媛
之
詠
四
首

」
と
し
て
、
そ
の
内
容
を
詠

ん
だ
「
和
歌
絶
句
」
が
続
く
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、「
こ
の
ご
ろ
明
け
暮
れ
御
覧
ず
る
長
恨
歌
の
御
絵
、
亭
子
の
院
の
書
か
せ
給
ひ
て
、

伊
勢
、
貫
之
に
詠
ま
せ
給
へ
る
、
大
和
言
の
葉
を
も
、
唐
土
の
詩
を
も
」
と
『
源
氏
物
語
』
に
描
か
れ
た
、
平
安
朝
に
お
け
る
『
長
恨

歌
』
の
享
受
の
実
態
に
重
な
る
も
の
で
も
あ
る
。

（
10
）	　
『
浦
島
子
伝
』
に
も
、「
不　
レ
異　
二
楊
妃
西
施　
一
」（
群
書
類
従
本
）
と
あ
っ
た
。『
浦
島
子
伝
』
に
も
『
長
恨
歌
』・『
長
恨
歌
伝
』
に
拠

る
と
思
わ
れ
る
文
言
は
少
く
な
い
。

（
11
）	　
『
続
浦
島
子
伝
記
』
に
は
、「
烟
霞
眇
々
浅
深
黛
」
と
あ
っ
た
。

（
12
）	　

こ
の
話
は
、
泰
醇
『
温
泉
記
』、『
驪
山
記
』
等
に
拠
る
と
言
う
。
た
だ
し
、「「
温
泉
記
」
で
は
、『
続
古
事
談
』
の
よ
う
に
「
マ
ジ

ハ
リ
フ
ス
事
ヨ
ノ
ツ
ネ
ノ
如
シ
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
は
遂
に
は
な
ら
な
い
」（
増
山
欣
『
中
世
文
芸
比
較
文
学
論
考
』）。



六
〇

其
五　

羽
衣
説
話

『
長
恨
歌
』
の
内
容
と
、
竹
取
、
浦
島
の
物
語
の
大
筋
は
、
何
故
類
似
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、『
長
恨
歌
』
の
前
半
部
と
類
同
を
見
せ
る
『
竹
取
物
語
』
と
、『
長
恨
歌
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
。
い
ず
れ
か
が
い

ず
れ
か
に
影
響
を
与
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
長
恨
歌
伝
』
に
よ
れ
ば
、『
長
恨
歌
』
の
成
立
は
「
元
和
元
年
」（
八
〇
六
）。
そ
の
日
本
へ
の
伝
来
は
、「
白
氏
文
集
の
伝
来
以

前
に
於
て
長
恨
歌
の
み
が
既
に
単
独
に
我
邦
へ
伝
来
し
て
ゐ
た
と
い
ふ
こ
と
は
未
だ
嘗
て
聞
か
な
い
所
で
あ
り
、
且
つ
又
こ
れ
に
関

す
る
文
献
の
徴
す
べ
き
も
の
が
存
在
し
て
ゐ
な
い
以
上
は
、
白
氏
文
集
の
伝
来
を
以
て
や
が
て
「
長
恨
歌
」
の
伝
来
と
考
ふ
る
も
、

決
し
て
異
論
の
な
い
所
で
あ
ら
ふ
」（
遠
藤
実
夫
『
長
恨
歌
研
究
』）
と
す
れ
ば
、『
白
氏
文
集
』
の
日
本
へ
の
伝
来
、
す
な
わ
ち
、

白
氏
文
集
の
我
が
邦
に
伝
は
り
し
事
は
既
に
楽
天
の
生
存
中
に
あ
り
。
故
に
楽
天
の
文
集
自
記
会
昌
五
年
の
文
に
、

集
有
五
本
。	

其
日
本
・
新
羅
諸
国
及
両
京
人
家
伝
写
者
、
不
在
此
記
。

と
あ
り
。
楽
天
自
ら
既
に
文
集
の
日
本
に
伝
は
れ
る
こ
と
を
認
め
居
た
る
な
り
。
之
を
我
が
史
伝
に
徴
す
る
に
、
仁
明
帝
の
承

和
五
年
即
ち
唐
の
開
成
三
年
に
、
太
宰
少
弐
藤
原
岳
守
唐
人
の
貨
物
を
検
せ
る
に
、「
元
白
詩
筆
」
あ
り
し
を
以
て
之
を
奏
上

せ
し
に
、
仁
明
帝
は
大
に
悦
ば
せ
給
ひ
て
、
岳
守
に
従
五
位
上
を
授
ひ
給
ひ
し
事
は
文
徳
実
録
巻
三
に
見
ゆ
。「
元
白
詩
筆
」
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と
は
即
ち
元
稹
及
び
白
楽
天
の
詩
文
集
を
称
せ
る
も
の
に
し
て
、
是
白
氏
文
集
の
伝
来
の
正
史
に
見
ゆ
る
始
な
り
。

嵯
峨
帝
が
白
氏
文
集
を
秘
蔵
せ
ら
れ
、
河
陽
宮
に
行
幸
の
時
、「
閉
閣
唯
聞
朝
暮
鼓
。
登
楼
遥
望
往
来
船
。」
の
句
を
小
野
篁
に

示
し
給
ひ
し
に
、
篁
は
遥
を
改
め
て
空
に
作
る
こ
と
尤
も
妙
な
ら
ん
と
奏
せ
し
に
、
嵯
峨
帝
は
「
卿
の
詩
情
は
楽
天
に
同
じ
。」

と
宣
ひ
し
事
は
江
談
抄
巻四
に
見
ゆ
る
有
名
な
る
逸
話
な
り
。
之
に
拠
れ
ば
、
嵯
峨
帝
御
在
位
中
か
、
又
御
譲
位
後
な
る
か
は
明

な
ら
ざ
れ
ど
も
、
其
の
承
和
五
年
以
前
と
す
る
に
は
異
論
無
か
る
べ
し
。
承
和
十
一
年
頃
に
、
我
が
邦
の
僧
恵
蕚
が
唐
に
在
り

て
伝
写
し
齎
せ
る
も
の
は
、
後
に
金
沢
文
庫
本
と
な
れ
り
。
是
等
は
白
氏
の
生
存
中
文
集
の
我
が
邦
に
伝
は
り
し
こ
と
を
示
す

も
の
な
り
。

�

（
岡
田
正
之
『
日
本
漢
文
学
史　
増
訂
版
）

と
言
う
、「
承
和
五
年
」（
八
三
八
）
を
溯
り
得
る
こ
と
に
な
る
（
１
）。

一
方
、『
竹
取
物
語
』
の
成
立
は
、
一
般
的
に
は
「
お
お
む
ね
九
世
紀
末
か
ら
十
世
紀
の
初
頭
の
間
」（
片
桐
洋
一
「
日
本
古
典
文

学
全
集　

竹
取
物
語　

解
説
」）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
年
代
的
に
は
『
長
恨
歌
』
か
ら
『
竹
取
物
語
』
へ
の
影
響
と
い
う
こ

と
が
ま
ず
は
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
考
慮
す
べ
き
は
『
竹
取
物
語
』
の
大
筋
は
、
そ
れ
は
そ
れ
で
さ
ら
に
古
く
溯
り
得
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
竹
取
の
話
に
は
、
そ
の
物
語
に
先
行
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
原
型
と
い
う
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
て
い
る
。

い
は
ゆ
る
羽
衣
の
説
話
が
、
こ
の
『
竹
取
物
語
』
の
結
構
に
参
与
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
誰
が
言
ひ
始
め
た
と
も
な
く
、



六
二

今
で
は
も
う
通
説
の
ご
と
く
な
つ
て
ゐ
る
。�

（
柳
田
国
男
「
竹
取
翁
」『
昔
話
と
文
学
』）

柳
田
国
男
も
言
う
よ
う
に
、「『
竹
取
物
語
』
の
根
源
が
天
人
女
房
説
話
に
あ
る
と
い
う
説
」
は
、大
方
の
支
持
を
集
め
て
い
る
。「
沐

浴
す
る
神
女
の
羽
衣
を
取
り
隠
し
て
、
押
し
て
こ
れ
を
娶
つ
た
」、「
後
日
そ
の
羽
衣
の
隠
し
場
所
を
発
見
す
る
と
、
妻
は
さ
つ
さ
と

こ
れ
を
着
て
帰
つ
て
し
ま
ふ
」
と
い
う
羽
衣
の
説
話
、
天
人
女
房
説
話
と
、『
竹
取
物
語
』
は
な
る
ほ
ど
大
筋
で
同
じ
結
構
を
示
し

て
い
る
。

ふ
と
天
の
羽
衣
を
う
ち
着
せ
奉
り
つ
れ
ば
、
翁
を
い
と
ほ
し
く
、
か
な
し
と
思
し
つ
る
事
も
失
せ
ぬ
。
こ
の
衣
着
つ
る
人
は
、

も
の
思
ひ
な
く
な
り
に
け
れ
ば
、
車
に
乗
り
て
、
百
人
ば
か
り
具
し
て
、
昇
り
ぬ
。

「
か
く
や
姫
」
の
昇
天
を
語
る
『
竹
取
物
語
』
の
叙
述
を
見
れ
ば
、「
か
く
や
姫
」
が
ま
さ
に
天
人
と
し
て
「
羽
衣
」
を
ま
と
い
、

翁
の
元
か
ら
飛
び
去
っ
て
行
っ
た
こ
と
が
、
改
め
て
認
識
さ
れ
る
。

し
か
し
、
竹
取
の
翁
は
、「
か
く
や
姫
」
を
子
と
し
て
育
て
た
の
で
あ
っ
て
、
羽
衣
説
話
の
一
般
に
語
る
と
こ
ろ
の
、
妻
と
し
た

わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、「
た
と
え
ば
天
人
を
妻
と
せ
ず
に
子
と
し
て
養
つ
た
と
い
ふ
な
ど
も
、
よ
そ
の
国
に
は
例
が
少
な
い
か

し
ら
ぬ
が
、
ま
ず
丹
後
の
比
治
里
が
そ
れ
で
あ
つ
た
」
と
、
柳
田
国
男
も
類
例
を
挙
げ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
羽
衣
説
話
の
一
変
型
の

中
に
納
ま
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

羽
衣
の
説
話
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
日
本
の
歴
史
を
さ
ら
に
古
く
、
例
え
ば
、
八
世
紀
『
風
土
記
』
に
ま
で
溯
り
、『
古
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事
記
裏
書
』
そ
の
他
に
引
用
さ
れ
る
『
丹
後
国
風
土
記
』、『
帝
王
編
年
記
』
所
載
の
『
近
江
国
風
土
記
』
逸
文
か
と
さ
れ
る
文
章
に

そ
の
例
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
八
〇
六
年
の
『
長
恨
歌
』
の
成
立
に
先
ん
じ
る
こ
と
と
な
り
、
さ
す
れ
ば
今
度
は
逆
に
、
日
本
の
羽
衣
説
話

の
『
長
恨
歌
』
へ
の
影
響
の
可
能
性
を
検
討
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
日
本
の
説
話
の
中
国
唐
代
の
詩
へ
の
影
響
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
是
非
と
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
羽
衣
説
話
は
日
本
独
自
の
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
一
事
で
あ
ろ

う
。大

正
十
五
年
刊
、中
田
千
畝
著
、そ
の
名
も
『
浦
島
と
羽
衣
』
に
よ
れ
ば
、羽
衣
説
話
は
、世
界
的
な
分
布
を
見
る
、と
言
う
。「
東

は
ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
よ
り
西
は
ス
カ
ン
ヂ
ナ
ビ
ヤ
半
島
に
い
た
る
ま
で
の
極
め
て
広
汎
な
る
地
域
に
種
々
な
る
形
と
な
つ
て
分
布
し

て
ゐ
る
」。
ア
ジ
ア
に
限
っ
て
も
、「
琉
球
」「
南
洋
土
人
」「
朝
鮮
」「
支
那
」「
印
度
」「
ア
イ
ヌ
」
な
ど
に
も
見
出
さ
れ
る
、と
言
う
。

同
書
に
は
そ
れ
ら
各
地
の
例
が
列
挙
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
羽
衣
説
話
（「
天
人
女
房
」）
は
、
日
本
の
各
地
に
分
布
し
て
い
る
（『
日

本
昔
話
大
成
』、『
日
本
昔
話
通
観
』）
が
、そ
れ
は
そ
れ
以
前
に
、す
で
に
し
て
世
界
的
な
分
布
を
見
せ
る
説
話
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

恐
ら
く
、
は
る
か
古
代
か
ら
人
々
に
親
し
ま
れ
、
広
く
世
界
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
竹
取
物
語
』
が
、
そ
の
よ
う
な
広
い
分
布
を
示
す
説
話
に
則
っ
て
書
か
れ
て
い
た
、
と
す
れ
ば
、『
竹
取
物
語
』
が
人
気
を
博
し

た
と
い
う
の
も
故
無
し
と
し
な
い
。

同
様
の
事
情
は
、『
長
恨
歌
』
に
も
考
え
ら
れ
る
。

『
浦
島
と
羽
衣
』
は
、「
支
那
」
に
も
羽
衣
説
話
が
あ
っ
た
と
し
て
、『
元
中
記
』、『
捜
神
記
』、『
神
仙
伝
』
そ
の
他
の
名
を
挙
げ
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て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
羽
衣
説
話
に
『
長
恨
歌
』
が
影
響
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
も
、
十
分
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
。説

話
と
い
う
性
格
か
ら
し
て
、
そ
の
広
い
分
布
は
、
そ
の
相
対
的
な
古
さ
を
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
。『
長
恨
歌
』
は
、
そ
の
よ
う

な
先
行
す
る
羽
衣
説
話
の
影
響
を
受
け
て
成
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
と
も
に
羽
衣
説
話
の
影
響
を
受
け
た
『
竹
取

物
語
』
と
『
長
恨
歌
』
と
が
、
結
果
的
に
類
似
す
る
も
の
に
な
っ
た
と
い
う
の
も
、
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

は
た
し
て
、
羽
衣
説
話
と
い
う
観
点
か
ら
『
長
恨
歌
』
を
見
直
す
な
ら
ば
、
そ
の
大
筋
が
羽
衣
説
話
の
展
開
に
則
っ
て
い
た
こ
と

に
、
改
め
て
驚
か
さ
れ
る
。

美
女
が
男
の
元
に
現
れ
、
一
時
夫
婦
と
な
る
が
、
や
が
て
女
は
天
界
へ
去
っ
て
し
ま
う
。

そ
の
展
開
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
柳
田
国
男
の
言
っ
た
「
沐
浴
す
る
神
女
の
羽
衣
」
の
「
沐
浴
」
も
「
羽
衣
」
も
、
驚
く
べ
き
こ

と
に
『
長
恨
歌
』
に
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、『
長
恨
歌
』
で
は
玄
宗
・
楊
貴
妃
の
最
初
の
出
会
い
は
、貴
妃
の
入
浴
の
場
面
と
し
て
印
象
的
に
描
か
れ
る
の
で
あ
っ

た
。

春
寒
賜
浴　
二
華
清
池　
一　

温
泉
水
滑
洗　
二
凝
脂　
一　

侍
児
扶
起
嬌
無　
レ
力　

始
是
新
承　
二
恩
沢　
一
時

こ
れ
は
、
ま
さ
に
天
女
の
水
浴
。「
沐
浴
す
る
神
女
」
を
目
撃
す
る
と
こ
ろ
に
始
ま
る
、
羽
衣
説
話
の
発
端
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、「
神
女
の
羽
衣
」。「
羽
衣
」
も
ま
た
、『
長
恨
歌
』
に
現
れ
て
い
る
。



源氏物語と長恨歌　其五

六
五

す
な
わ
ち
、
蓬
萊
宮
で
の
楊
貴
妃
の
描
写
。

猶
似　
二
霓
裳
羽
衣
舞　
一

「
霓
裳
羽
衣
」
と
は
舞
曲
の
名
だ
が
、「
羽
衣
」
と
は
、
文
字
通
り
「
羽
衣
」
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
「
霓
」
と
は
虹
の
こ
と
。「
霓
裳
羽
衣
」
と
は
、
虹
の
裳
と
羽
の
衣
と
い
う
衣
裳
を
着
け
て
舞
う
、
楊
貴
妃
得
意
の
舞

で
も
あ
っ
た
。
こ
の
曲
に
導
か
れ
て
、
楊
貴
妃
は
玄
宗
に
引
見
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

進
見
之
曰
、
奏　
二
霓
裳
羽
衣
曲　
一
、
以
導　
レ
之
、�

（『
長
恨
歌
伝
』）

ま
た
、
安
禄
山
の
蜂
起
を
告
げ
る
箇
所
で
は
、

驚
破
霓
裳
羽
衣
曲

と
あ
っ
て
、
そ
の
曲
が
無
残
に
も
台
無
し
に
さ
れ
る
様
が
、
そ
れ
と
対
照
的
に
描
か
れ
て
い
る
。

『
長
恨
歌
』
で
は
、「
霓
裳
羽
衣
」
が
、
楊
貴
妃
を
華
麗
に
彩
っ
て
、
そ
の
象
徴
と
も
な
っ
て
い
る
。『
長
恨
歌
』
の
「
霓
裳
羽
衣
」

の
「
羽
衣
」
と
は
ま
さ
に
、
羽
衣
説
話
で
天
人
を
美
し
く
彩
っ
た
、「
羽
衣
」
の
一
変
形
と
し
て
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
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白
楽
天
に
は
、『
霓
裳
羽
衣
舞
歌
』
と
い
う
作
品
も
あ
っ
て
、そ
こ
で
は
「
虹
裳
霞
帔
歩
揺
冠
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
か
ら
、こ
の
「
舞
」

は
美
し
い
衣
裳
を
纏
っ
て
軽
や
か
に
舞
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
、
天
女
の
舞
を
形
ど
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
２
）。

此
月
宮
也
。
見　
三
仙
女
数
百
皆
素
練
霓
裳
、
舞　
二
於
広
庭　
一
。
帝
問
曰
、
此
何
曲
也
。
曰
霓
裳
羽
衣
也
。

『
逸
史
』
に
よ
れ
ば
、
玄
宗
皇
帝
が
月
宮
に
遊
び
、「
仙
女
」
の
舞
う
曲
を
聞
い
て
帰
っ
て
作
っ
た
の
が
、
霓
裳
羽
衣
の
曲
で
あ
っ

た
と
言
う
（
３
）。

「
霓
裳
羽
衣
」
に
彩
ら
れ
た
『
長
恨
歌
』
の
楊
貴
妃
は
、
ま
さ
に
天
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
の
一
種
の
翻
訳
文
学
た
る
『
唐
物
語
』
は
、「
沐
浴
」
の
楊
貴
妃
を
さ
な
が
ら
「
天
人
」
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
描
い
て

い
る
。す

べ
て
こ
の
世
の
人
に
は
あ
ら
ず
、
た
ゞ
天
人
な
ど
の
、
し
ば
し
天
降
れ
る
と
ぞ
見
え
け
る
。
か
ゝ
り
け
れ
ば
、
上
、
内
裏
の

う
ち
に
、
忽
に
出
湯
を
掘
ら
せ
て
、
こ
の
人
に
浴
さ
せ
給
ふ
。
湯
よ
り
出
で
た
る
姿
、
ま
こ
と
に
心
苦
し
く
、
薄
物
の
衣
、
重

げ
に
な
ん
見
え
け
る
。
色
ざ
し
、
歩
み
出
で
給
へ
る
気
色
、
軽
び
た
る
も
の
か
ら
、
気
高
く
、
愛
々
し
く
て
、
さ
す
が
ま
た
、

思
ふ
と
こ
ろ
あ
る
さ
ま
に
ふ
る
ま
ひ
給
へ
り
。

あ
る
い
は
逆
に
、羽
衣
説
話
の
典
型
た
る
、謡
曲
『
羽
衣
』。
能
の
『
羽
衣
』
で
は
、隠
さ
れ
て
い
た
羽
衣
を
身
に
纏
っ
た
天
女
は
、
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ま
さ
に
こ
の
「
霓
裳
羽
衣
の
曲
」
を
舞
っ
て
、
天
に
昇
っ
て
行
く
の
で
あ
っ
た
。

あ
ら
恥
か
し
や　

さ
ら
ば
と
て　

羽
衣
を
返
し
与
ふ
れ
ば
、
乙
女
は
衣
を
着
し
つ
　ゝ

霓
裳
羽
衣
の
曲
を
な
し　

天
の
羽
衣
風

に
和
し　

雨
に
潤
ふ
花
の
袖　

一
曲
を
奏
で　

舞
ふ
と
か
や

こ
の
こ
と
は
、「
霓
裳
羽
衣
」
の
「
羽
衣
」
が
、
羽
衣
説
話
の
「
羽
衣
」
に
他
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
、
羽
衣
説
話
の
側
か
ら
証

す
る
で
あ
ろ
う
。

全
体
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
の
類
同
、「
沐
浴
す
る
神
女
の
羽
衣
」
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
の
一
致
。
こ
れ
ら
は
皆
、『
長
恨
歌
』
へ
の
羽

衣
説
話
の
影
響
を
示
唆
す
る
。

『
長
恨
歌
』
以
前
に
中
国
に
広
ま
っ
て
い
た
羽
衣
説
話
、
そ
れ
が
『
長
恨
歌
』
に
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
長
恨
歌
』
と
言
え
ば
、
白
楽
天
が
玄
宗
・
貴
妃
の
史
実
を
正
確
に
記
録
し
た
も
の
、
と
い
う
印
象
が
強
い
が
、
は
た
し
て
そ
う

い
う
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
。

玄
宗
の
在
世
は
、六
八
五
年
か
ら
七
六
二
年
。『
長
恨
歌
』
が
作
ら
れ
た
の
が
、八
〇
六
年
。
そ
れ
か
ら
半
世
紀
も
下
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
、
さ
ま
ざ
ま
の
虚
構
、
潤
色
、
説
話
等
の
反
映
の
交
る
可
能
性
は
大
い
に
あ
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

唐
の
張
祜
の
憶
柘
枝
詩
の
「
鴛
鴦
鈿
帯
抛
何
処
、
孔
雀
羅
衫
属
阿
誰
」
の
句
を
、
白
楽
天
が
「
問
頭
」
二
字
未
詳
、
疑
ふ
ら
く
は
蓮
花
落

の
類
。
明
の
王
世
貞
の
芸
苑
巵
言

等
に
は
欵
頭
詩
に
作
る
、
別

本
摭
言
に
拠
れ
る
に
似
た
り
。と
冷
か
し
た
の
に
対
し
、
祜
は
即
座
に
報
い
た
、「
其
の
御
批
評
は
御
尤
も
ぢ
や
が
、
貴
殿
に
も
日
蓮
変
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稗
海
本
、
五
朝
小
説
本
は
目
連
経
に
作
る
、
い

ま
雅
雨
堂
叢
書
本
及
び
学
津
討
源
本
等
に
拠
る
。が
御
座
る
。
長
恨
歌
の
「
上
窮
碧
落
下
黄
泉
、
両
処
茫
〻
皆
不
見
」
と
は
日
蓮
訪
母
愈
文
豹
の

吹
劒
録
に

は
目
連
救

母
に
作
る
。で
は
御
座
ら
ぬ
か
」
と
。
此
の
話
に
は
「
目
連
変
」
と
云
う
て
あ
る
も
の
ゝ
、
実
は
其
の
「
変
文
」
を
意
味
す
る
こ

と
は
、
七
言
の
詩
句
を
引
い
て
ゐ
る
処
か
ら
で
も
す
ぐ
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
話
を
信
ず
べ
し
と
せ
ば
実
に
敦
煌
出
土
の
「
目
連

縁
起
」「
目
連
変
文
」
は
曾
て
白
楽
天
な
ど
の
月
旦
に
上
っ
た
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
も
出
来
、
青
木
正
児
氏
が
五
代
ま
で

溯
ら
せ
ら
れ
た
語
り
物
が
、
百
尺
竿
頭
の
一
歩
を
進
め
得
る
か
も
知
れ
ぬ
。

�

（
倉
石
武
四
郎
「
目
連
変
文
紹
介
の
後
に
」『
支
那
学
』
第
四
巻
第
三
号
）

す
で
に
『
長
恨
歌
』
に
は
、「
変
文
」
な
ど
の
当
時
の
俗
文
学
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
も
い
る
。

第
一
、「
方
士
」
が
「
蓬
萊
」
を
訪
ね
て
、
貴
妃
の
魂
に
会
見
し
て
戻
っ
て
来
る
、
な
ど
と
い
う
こ
と
を
、
史
実
と
し
て
信
じ
ら

れ
る
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
華
清
池
入
浴
の
発
端
、「
霓
裳
羽
衣
」
の
描
写
な
ど
も
、
ど
こ
ま
で
真
を
伝
え
た
も
の
で
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
か
。
も
と
よ
り
正
史
に
、
そ
の
よ
う
な
記
述
を
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

そ
の
点
で
は
、
有
名
な
「
比
翼
連
理
」
の
誓
い
さ
え
も
、
あ
る
い
は
疑
っ
て
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

七
月
七
日
長
生
殿　

夜
半
無　
レ
人
私
語
時　

在　
レ
天
願
作　
二
比
翼
鳥　
一　

在　
レ
地
願
為　
二
連
理
枝　
一

玄
宗
・
貴
妃
の
二
人
だ
け
の
秘
密
の
誓
い
で
あ
っ
た
な
ら
、
ど
う
し
て
そ
れ
が
、
余
所
に
洩
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
二
人
は
、
そ
う
し
た
睦
言
を
交
し
た
の
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
本
当
に
、
七
月
七
日
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
。
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『
長
恨
歌
伝
』
に
よ
れ
ば
、
時
は
「
天
宝
十
載
」、「
秋
七
月
、
牽
牛
織
女
相
見
之
夕
」
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
う
。
し
か
し
、
そ

れ
も
、
正
史
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
そ
こ
に
、
文
学
的
潤
色
の
交
る
余
地
は
大
い
に
あ
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
（
陳
寅
恪
『
元
白
詩
箋
證
稿
（
４
）』）。

由
来
、『
長
恨
歌
』
と
は
、
白
楽
天
と
陳
鴻
等
が
「
語
及　
二
此
事　
一
、
相
与
感
嘆
」
と
い
う
こ
と
に
始
ま
る
と
、『
長
恨
歌
伝
』
に

言
う
。「
夫
希
代
之
事
非　
下
遇　
二
出
世
之
才　
一
潤
色
之　
上
、
則
与　
レ
時
鎖
没
不　
レ
聞　
二
于
世　
一
」。
そ
も
そ
も
『
長
恨
歌
』
は
、
彼
等
が
話

題
に
し
た
玄
宗
・
楊
貴
妃
の
話
が
元
に
な
っ
て
い
た
の
だ
し
、
そ
の
作
品
化
に
は
白
楽
天
の
「
潤
色
」
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
こ
と
、

何
よ
り
『
長
恨
歌
伝
』
が
証
言
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
潤
色
は
、
す
で
に
白
楽
天
以
前
に
溯
る
も
の
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
。い

ず
れ
に
し
て
も
、『
長
恨
歌
』
の
作
品
化
、
そ
れ
に
預
っ
て
力
あ
っ
た
の
が
、
羽
衣
説
話
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
ょ

う
ど
日
本
の
『
竹
取
物
語
』
が
羽
衣
説
話
か
ら
多
く
を
得
て
、
人
気
作
と
な
っ
た
よ
う
に
、『
長
恨
歌
』
も
ま
た
、
羽
衣
説
話
の
力

を
借
り
る
こ
と
で
名
作
と
な
っ
た
側
面
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

か
く
し
て
、
羽
衣
説
話
の
存
在
を
介
し
て
、『
長
恨
歌
』
と
『
竹
取
物
語
』
が
期
せ
ず
し
て
、
類
同
を
見
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
、

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、『
長
恨
歌
』
の
後
半
部
と
、そ
れ
へ
の
類
同
を
見
せ
る
浦
島
説
話
と
の
関
係
に
も
、同
様
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
浦
島
太
郎
」
の
話
は
広
く
日
本
に
分
布
す
る
（『
日
本
昔
話
大
成
』、『
日
本
昔
話
通
観
』）
が
、す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
（
其
四
）、

そ
れ
は
、『
日
本
書
紀
』、『
風
土
記
』、『
萬
葉
集
』
等
、
八
世
紀
の
古
代
に
ま
で
溯
る
。
一
方
、
中
国
に
お
い
て
も
、
浦
島
説
話
に
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類
似
す
る
話
は
見
出
さ
れ
る
。「
陶
潜
が
桃
花
源
記
、
陳
翰
が
槐
宮
記
、
張
文
成
が
遊
仙
窟
に
い
ふ
所
は
、
み
な
唐
山
の
浦
島
の
子

な
る
を
や
」
と
し
て
、
滝
沢
馬
琴
『
燕
石
雑
志
』
は
、『
捜
神
後
記
』
を
引
い
た
。

会
稽

県
民
、
袁
相
根
碩
二
人
、
猟
経　
二
深
山　
一
、
重
嶺
甚
多
。
見　
二
一
群
山
羊
六
七
頭　
一
、
遂　
レ
之
経　
二
一
石
橋　
一
甚
狭
而
峻
。

羊
去
根
等
亦
随
渡
向　
二
絶
崖　
一
、
崖
正
赤
壁
立
。
名
曰　
二
赤
城　
一
。
上
有　
レ
水
流
、
下
広
狭
如　
二
匹
布　
一
、

人
謂　
二
之
瀑
布　
一
。

羊
径
有　
二
山
穴　
一
如　
レ
門
。
豁
然
而
過
既
入　
レ
内
甚
平
敞
。
草
木
皆
香
。
有　
二
一
小
屋　
一
。
二
女
子
住　
二
其
中　
一
。
年
皆
十
五
六
。

容
色
甚
美
、
著　
二
青
衣　
一
。
一
名
塋
珠
、
一
名
□
□
、
見　
二
二
八
至　
一
。
忻
然
云
、
早　
二
望
汝
来　
一
、
遂
為　
二
室
家　
一
。
忽
二
女
出

行
云
、
復
有　
二
得　
レ
婿
者　
一
、
往
慶
之
。
曳　
二
履
於
絶
巌
上　
一
、
行
琅
々
然
。
二
人
思　
レ
帰
潜
去
、
帰
路
二
女
追
還
。
已
知
乃
謂
曰
、

自
可　
レ
去
。
乃
以　
二
一
腕
嚢　
一
、
与　
二
根
等　
一
語
曰
、
愼
勿　
レ
開
也
。
於　
レ
是
乃
帰
。
後
出
行
、
家
人
開
視　
二
其
嚢　
一
、
嚢
如　
二
蓮
花

　
一
。
一
重
去
、
一
重
復
至
。
五
蓋
中
有　
二
小
青
鳥　
一
飛
去
。
根
還
知　
レ
此
悵
然
而
已
。
後
根
於　
二
田
中　
一
耕
。
家
依　
レ
常
餉
之
、
見

在　
二
田
中　
一
不　
レ
動
。
就
視
有　
レ
殻
如　
二
蝉
脱　
一
。

そ
の
他
、
前
引
『
浦
島
と
羽
衣
』
に
は
、
や
は
り
「
琉
球
」「
台
湾
土
人
」「
南
洋
土
人
」
に
浦
島
説
話
の
伝
わ
る
こ
と
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。「
必
ず
や
こ
れ
は
記
紀
の
彦
火
々
出
見
尊
海
宮
行
神
話
の
後
世
的
変
容
で
あ
る
と
共
に
、
支
那
式
神
山
譚
や
リ
ツ
プ
・

ヴ
ア
ン
・
ウ
イ
ン
ク
ル
型
の
仙
界
淹
留
説
話
と
軌
を
同
じ
う
す
る
世
界
大
播
布
説
話
の
性
格
を
有
す
る
日
本
伝
説
で
あ
る
こ
と
も
、

廔
〻
言
は
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」（
島
津
久
基
『
日
本
国
民
童
話
十
二
講
』）。

ま
た
、
関
敬
吾
『
昔
話
の
歴
史
』
は
、「
他
の
民
族
の
「
浦
島
伝
説
」」
と
し
て
、
朝
鮮
、
中
国
、
台
湾
の
伝
承
を
紹
介
し
、
さ
ら
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に
同
種
の
伝
説
を
、「「
浦
島
伝
説
」
の
発
生
地
が
ど
こ
で
あ
っ
た
か
は
問
わ
ず
、「
死
ん
だ
友
人
と
花
聟
」
の
名
で
、
記
録
と
し
て

ま
た
口
頭
伝
承
と
し
て
、
と
き
に
は
他
の
昔
話
を
複
合
し
て
、
西
・
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
東
・
西
・
南
ス
ラ
ブ
民
族
、
ト
ル
コ
な
ど
に

見
ら
れ
る
」
と
も
言
う
。

羽
衣
説
話
と
と
も
に
浦
島
説
話
も
、
古
く
広
い
、
愛
好
と
分
布
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
そ
の
古
い
浦
島
説
話
が
、
一
方
で
日
本
の
浦
島
説
話
と
な
り
、
ま
た
一
方
中
国
に
お
い
て
『
長
恨
歌
』
に
反
映
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
無
謀
な
推
測
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

も
と
よ
り
、
前
述
の
よ
う
に
（
其
四
）、『
続
浦
島
子
伝
記
』
の
措
辞
は
『
長
恨
歌
』
の
文
言
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
し

か
し
そ
れ
も
両
者
の
内
容
上
の
類
同
が
そ
の
前
提
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

か
く
し
て
、
中
国
・
日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
的
な
愛
好
の
う
ち
に
あ
る
、
羽
衣
説
話
、
浦
島
説
話
と
い
う
二
大
説
話
が
二
つ
な

が
ら
取
り
込
ま
れ
て
、
傑
作
『
長
恨
歌
』
と
し
て
結
実
し
た
、
そ
う
考
え
る
こ
と
も
、
十
分
に
可
能
と
な
る
。

さ
す
れ
ば
、『
長
恨
歌
』
が
日
本
の
平
安
朝
に
お
い
て
、
さ
ら
に
は
本
国
中
国
に
お
い
て
、
人
気
を
博
し
た
理
由
、
そ
れ
も
こ
こ

に
自
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

由
来
、
羽
衣
説
話
と
浦
島
説
話
と
は
、
そ
の
根
幹
に
お
い
て
好
一
対
を
成
す
説
話
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
男
女
の
好
対
照
。
羽
衣
説

話
に
お
い
て
は
、
地
上
界
の
男
の
元
へ
天
上
界
か
ら
女
が
訪
れ
て
、
一
時
共
に
過
ご
し
て
、
ま
た
天
界
へ
去
っ
て
行
く
。
浦
島
説
話

は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
逆
で
、
こ
の
世
の
男
が
、
こ
の
世
な
ら
ざ
る
異
郷
を
訪
問
し
て
女
と
出
会
い
、
一
時
共
に
過
ご
し
て
再
び
元
の

世
界
に
戻
っ
て
来
る
、
と
い
う
対
称
形
を
成
し
て
い
る
。
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『
長
恨
歌
』
は
、互
い
に
表
裏
の
関
係
に
あ
る
こ
の
二
つ
の
説
話
が
、連
続
的
に
接
合
さ
れ
て
い
る
格
好
に
な
っ
て
い
る
（
５
）。
そ
れ
も
、

ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
上
、
極
め
て
自
然
に
接
合
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
ま
た
、『
長
恨
歌
』
の
大
き
な
魅
力
を
形
作
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、そ
の
点
に
お
い
て
、『
長
恨
歌
』
と
ほ
と
ん
ど
同
様
の
展
開
を
見
せ
る
話
が
、中
国
の
民
話
の
世
界
に
見
出
せ
る
こ
と
は
、

こ
れ
も
ま
た
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
例
え
ば
、「
天
の
川
の
岸
辺
─
─
〈
牛
飼
い
と
織
姫
〉」
の
名
で
紹
介
さ
れ
る
、
中
国
江
蘇
省
の
民
話
。

あ
ま
り
人
気
の
な
い
山
の
ふ
も
と
に
、
若
者
が
一
人
で
住
ん
で
い
た
。
名
ま
え
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
一
頭
の
老
い
ぼ
れ

た
牛
を
飼
っ
て
い
て
、
い
つ
も
草
原
へ
つ
れ
て
い
っ
て
草
を
食
べ
さ
せ
て
い
た
の
で
、
み
ん
な
は
た
だ
牛
飼
い
と
呼
ん
で
い
た
。

あ
る
年
の
夏
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
草
原
に
深
い
霧
が
た
ち
こ
め
、
十
歩
も
先
は
な
に
も
見
え
な
か
っ
た
。

そ
の
時
、
草
原
で
草
を
食
べ
て
い
た
牛
が
、
と
つ
せ
ん
牛
飼
い
に
話
し
か
け
た
。

「
ご
主
人
さ
ま
、
草
原
の
南
が
わ
に
あ
る
川
で
、
七
人
の
仙
女
が
水
浴
び
を
し
て
い
ま
す
。
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
川
べ
り

に
い
き
、
宝
の
衣
を
一
枚
取
っ
て
か
く
し
て
し
ま
え
ば
、
一
人
の
仙
女
を
あ
な
た
の
か
み
さ
ん
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

こ
れ
を
聞
い
た
牛
飼
い
が
、
急
い
で
川
べ
り
に
い
く
と
、
た
し
か
に
川
面
の
霧
に
見
え
隠
れ
し
て
七
人
の
仙
女
が
い
て
、
岸

辺
に
は
七
枚
の
宝
の
衣
が
脱
い
で
あ
っ
た
。

牛
飼
い
は
見
さ
か
い
も
な
く
大
き
な
声
を
だ
し
、
一
枚
の
宝
の
衣
を
手
に
す
る
と
逃
げ
だ
し
た
。

仙
女
た
ち
は
恥
ず
か
し
が
っ
て
、
み
な
宝
の
衣
を
つ
け
て
空
に
舞
い
あ
が
っ
た
。



源氏物語と長恨歌　其五

七
三

た
だ
一
人
残
っ
た
織
姫
と
い
う
名
ま
え
の
仙
女
だ
け
が
、
裸
の
ま
ま
で
顔
を
ま
っ
か
に
し
て
牛
飼
い
を
追
い
か
け
て
き
た
。

織
姫
は
宝
の
衣
を
返
し
て
と
し
き
り
に
頼
ん
だ
が
、
牛
飼
い
が
や
す
や
す
と
承
知
す
る
は
ず
は
な
か
っ
た
。
牛
飼
い
が
家
に
駆

け
も
ど
る
の
と
い
っ
し
ょ
に
、
織
姫
も
牛
飼
い
の
家
に
駆
け
こ
ん
だ
。

牛
飼
い
は
織
姫
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
、
宝
の
衣
を
か
く
し
て
し
ま
っ
た
。
織
姫
は
宝
の
衣
が
な
く
て
は
空
に
舞
い
あ
が

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
た
な
く
、
地
上
の
人
の
着
物
を
つ
け
て
牛
飼
い
の
か
み
さ
ん
に
な
っ
た
。
織
姫
は
天
の
上
で
は
織

物
を
す
る
の
が
得
意
だ
っ
た
の
で
、
地
上
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
梭
を
使
っ
て
機
織
を
し
て
い
た
。

牛
飼
い
は
か
み
さ
ん
が
い
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
牛
の
世
話
を
し
な
く
な
っ
た
。
老
い
ぼ
れ
た
牛
は
毎
日
、
自
分
だ
け
で

草
原
へ
い
く
よ
う
に
な
り
、
そ
の
う
ち
に
病
気
に
な
っ
た
。
草
を
積
み
あ
げ
た
わ
き
に
寝
こ
ん
で
し
ま
っ
た
牛
を
見
て
、
そ
の

背
中
を
さ
す
っ
て
や
り
な
が
ら
、
牛
飼
い
は
た
い
へ
ん
悲
し
ん
だ
。

牛
は
頭
を
あ
げ
る
と
、
牛
飼
い
に
向
か
っ
て
話
し
か
け
た
。

「
ご
主
人
さ
ま
、
わ
た
し
は
も
う
じ
き
死
に
ま
す
。
わ
た
し
が
死
ん
だ
ら
、
わ
た
し
の
皮
を
剥
い
で
黄
砂
を
入
れ
て
包
み
、

そ
れ
か
ら
わ
た
し
の
鼻
の
綱
を
は
ず
し
て
し
ば
り
な
さ
い
。
そ
の
包
み
を
背
負
っ
て
い
れ
ば
、
い
つ
で
も
、
困
っ
た
時
に
手
助

け
を
し
ま
す
」

牛
は
そ
う
話
し
お
わ
る
と
、
息
を
引
き
と
っ
た
。
こ
の
牛
の
お
か
げ
で
過
ご
し
た
十
数
年
の
苦
労
を
思
い
、
牛
飼
い
は
こ
ら

え
き
れ
ず
に
大
声
を
あ
げ
て
泣
い
た
。
そ
し
て
泣
き
な
が
ら
も
、
牛
の
言
い
残
し
た
と
お
り
に
皮
を
剥
い
で
包
み
を
作
っ
た
。

そ
れ
か
ら
二
、
三
年
の
う
ち
に
、
織
姫
に
は
娘
一
人
と
息
子
一
人
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
あ
い
だ
に
も
、
織
姫
は
く
り
か
え
し

宝
の
衣
の
し
ま
っ
て
あ
る
場
所
を
牛
飼
い
に
た
ず
ね
た
。
し
か
し
、
牛
飼
い
は
い
つ
も
こ
と
ば
を
に
ご
し
、
話
を
そ
ら
す
ば
か
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り
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
こ
ん
ど
こ
そ
聞
き
だ
そ
う
と
、
織
姫
は
牛
飼
い
に
話
し
か
け
た
。

「
わ
た
し
の
宝
の
衣
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
に
か
く
し
た
の
で
す
か
。
わ
た
し
た
ち
の
あ
い
だ
に
は
も
う
娘
も
息
子
も
い
る
の

で
す
か
ら
、
置
き
去
り
に
し
て
逃
げ
た
り
は
し
ま
せ
ん
よ
」

そ
う
言
わ
れ
る
と
、
牛
飼
い
は
そ
れ
も
そ
う
だ
と
思
い
、
笑
い
な
が
ら
答
え
た
。

「
も
う
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
戸
口
の
土
台
石
の
下
に
埋
め
て
あ
る
よ
」

織
姫
は
戸
口
に
走
っ
て
い
き
、
土
台
石
を
の
け
る
と
、
宝
の
衣
を
取
り
出
し
た
。
ぱ
っ
と
広
げ
て
み
る
と
、
ま
だ
き
ら
き
ら

と
光
り
か
が
や
い
て
い
た
。
姫
は
そ
れ
を
身
に
つ
け
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
空
に
舞
い
あ
が
っ
た
。

牛
飼
い
は
あ
わ
て
て
息
子
と
娘
の
手
を
つ
か
み
、
織
姫
の
あ
と
を
追
い
か
け
よ
う
と
し
た
が
、
空
に
舞
い
あ
が
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。

あ
せ
っ
た
牛
飼
い
が
、
お
も
わ
ず
背
中
を
た
た
く
と
、
手
の
ひ
ら
が
牛
の
皮
の
包
み
に
あ
た
っ
た
。
す
る
と
、
親
子
三
人
は

た
ち
ま
ち
空
に
舞
い
あ
が
り
、
織
姫
の
あ
と
を
追
い
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

牛
飼
い
の
親
子
が
自
分
に
追
い
つ
き
そ
う
に
な
っ
た
の
を
見
る
と
、
織
姫
は
頭
か
ら
金
の
か
ん
ざ
し
を
抜
き
、
う
し
ろ
に
線

を
一
本
引
い
た
。
す
る
と
、
そ
こ
に
白
い
波
の
さ
か
ま
く
大
き
な
川
が
現
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
牛
飼
い
の
背
負
っ
た
牛
の
皮
の
包
み
か
ら
、
と
つ
ぜ
ん
た
く
さ
ん
の
黄
砂
が
こ
ぼ
れ
出
し
て
川
の
な
か
に
落
ち
、

あ
っ
と
い
う
ま
に
土
手
が
で
き
た
。
牛
飼
い
の
親
子
は
、
そ
の
土
手
の
上
を
走
っ
て
川
を
横
ぎ
り
、
さ
ら
に
追
い
か
け
る
こ
と

が
で
き
た
。
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ま
た
も
牛
飼
い
の
親
子
が
自
分
に
追
い
つ
き
そ
う
に
な
っ
た
の
を
見
る
と
、
織
姫
は
頭
か
ら
金
の
か
ん
ざ
し
を
抜
き
、
う
し

ろ
に
線
を
一
本
引
い
た
。
こ
ん
ど
も
、
そ
こ
に
白
い
波
の
さ
か
ま
く
大
き
な
川
が
現
れ
た
。
牛
飼
い
の
背
負
っ
た
牛
の
皮
の
包

み
に
は
、
も
う
こ
ぼ
れ
出
す
黄
砂
が
な
か
っ
た
。
し
か
た
な
く
、
牛
飼
い
が
包
み
を
し
ば
っ
て
あ
っ
た
綱
を
急
い
で
ほ
ど
き
、

川
の
東
が
わ
に
ほ
う
り
投
げ
る
と
、
綱
は
ち
ょ
う
ど
織
姫
の
首
に
か
ら
み
つ
い
た
。
織
姫
は
身
に
つ
け
て
い
た
機
織
の
梭
を
手

に
つ
か
み
、
牛
飼
い
に
向
か
っ
て
投
げ
つ
け
た
が
、
牛
飼
い
が
体
を
か
わ
し
た
の
で
当
ら
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
二
人
が
や
り
あ
っ
て
い
る
時
、
と
つ
ぜ
ん
天
上
か
ら
白
い
ひ
げ
を
は
や
し
た
神
仙
が
、
杖
を
つ
い
て
現
れ
、
二
人

に
向
か
っ
て
言
っ
た
。

「
わ
た
し
は
天
帝
の
命
令
を
受
け
て
、
お
ま
え
た
ち
の
仲
裁
に
や
っ
て
き
た
。
織
姫
よ
、
お
ま
え
は
川
の
東
が
わ
に
住
む
が

よ
い
。
牛
飼
い
よ
、
お
ま
え
は
川
の
西
が
わ
に
住
む
が
よ
い
。
し
か
し
、
こ
れ
で
お
ま
え
た
ち
の
縁
が
切
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

年
に
一
度
、
七
月
七
日
の
夜
だ
け
は
、
川
の
東
が
わ
で
会
う
の
を
許
す
こ
と
に
す
る
」

天
帝
の
命
令
と
あ
っ
て
は
、
そ
れ
に
従
わ
な
い
わ
け
に
い
か
な
い
。

あ
な
た
が
た
が
満
天
に
星
の
か
が
や
く
秋
の
夜
空
を
仰
ぐ
と
、
ひ
と
す
じ
の
天
の
川
が
横
切
っ
て
い
る
の
を
見
る
だ
ろ
う
。

そ
の
天
の
川
は
、
織
姫
が
金
の
か
ん
ざ
し
で
線
を
引
い
た
時
に
で
き
た
川
で
あ
る
。
織
姫
（
織
女
）
と
牛
飼
い
（
牽
牛
）
の
星

は
、
そ
れ
ぞ
れ
天
の
川
の
東
と
西
に
あ
っ
て
、
き
ら
き
ら
と
光
っ
て
い
る
。
織
姫
の
そ
ば
に
あ
る
小
さ
な
星
は
牛
の
綱
が
な
っ

た
も
の
で
、
牛
飼
い
の
ま
わ
り
に
あ
る
星
は
子
ど
も
た
ち
と
機
織
り
の
梭
が
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

牛
飼
い
が
毎
日
食
事
で
使
っ
た
ど
ん
ぶ
り
は
、
一
日
一
つ
ず
つ
、
す
べ
て
織
姫
に
洗
わ
せ
る
た
め
に
残
し
て
お
く
。
年
に
一

度
、
川
を
渡
っ
て
二
人
が
出
会
う
夜
に
は
、
織
姫
が
ど
ん
ぶ
り
を
洗
い
お
わ
る
と
、
夜
が
明
け
て
し
ま
う
と
い
う
。
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毎
年
、
七
月
七
日
に
は
、
雨
が
降
ら
な
け
れ
ば
い
い
の
だ
が
、
雨
が
降
れ
ば
、
そ
れ
は
牛
飼
い
と
織
姫
の
流
す
涙
だ
と
い
わ

れ
て
い
る
。�

（
飯
倉
照
平
編
訳
『
中
国
民
話
集
』）

牽
牛
・
織
女
の
物
語
、
世
に
七
夕
の
由
来
を
説
く
民
話
で
あ
る
が
、
こ
の
結
構
が
、
ま
さ
に
そ
の
前
半
が
羽
衣
説
話
に
、
後
半
が

浦
島
説
話
に
ほ
ぼ
重
な
る
展
開
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、『
長
恨
歌
』
の
展
開
に
も
重
な
る
。

ま
ず
、「
仙
女
」
の
登
場
。
そ
し
て
、
そ
の
「
水
浴
び
」。
こ
れ
は
、
楊
貴
妃
の
登
場
と
華
清
池
で
の
温
浴
に
当
た
る
。
水
浴
の
女

は
、
そ
う
し
て
男
に
見
染
め
ら
れ
る
。

た
ま
ら
ず
「
牛
飼
い
」
が
奪
い
去
っ
た
、「
一
枚
の
宝
の
衣
」。
こ
れ
が
『
長
恨
歌
』
に
「
霓
裳
羽
衣
」
と
言
う
、「
羽
衣
」
に
当

た
る
こ
と
、
言
う
ま
で
も
な
い
。「
牛
飼
い
は
織
姫
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
宝
の
衣
を
か
く
し
て
し
ま
っ
た
。
織
姫
は
宝
の
衣
が

な
く
て
は
空
に
舞
い
あ
が
る
こ
と
が
で
き
な
い
」。
す
な
わ
ち
、羽
衣
で
あ
る
。
止
む
を
得
ず
、女
は
、男
の
妻
と
な
る
こ
と
と
な
る
。

さ
て
、織
姫
は
、そ
の
「
宝
の
衣
」
を
見
付
け
出
し
、「
そ
れ
を
身
に
つ
け
る
と
、す
ぐ
さ
ま
空
に
舞
い
あ
が
っ
た
」。
天
界
へ
去
っ

て
し
ま
う
女
。『
長
恨
歌
』
に
「
馬
前
死
」
と
語
ら
れ
た
楊
貴
妃
は
、「
天
上
人
間
会
相
見
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
死
し
て
楊
貴
妃
は
、

「
天
上
」
に
去
っ
た
の
で
あ
る
。

「
牛
飼
い
は
あ
わ
て
て
息
子
と
娘
の
手
を
つ
か
み
、
織
姫
の
あ
と
を
追
い
か
け
よ
う
と
し
た
」。

こ
こ
か
ら
が
、
浦
島
説
話
の
展
開
と
な
る
。

女
の
後
を
追
う
男
。『
長
恨
歌
』
で
は
、
そ
の
役
廻
り
を
、
玄
宗
は
「
臨
卭
方
士
」
に
託
し
た
。
彼
は
玄
宗
に
代
っ
て
「
昇　
レ
天

入　
レ
地
求
之
遍　

上
窮　
二
碧
落　
一
下
黄
泉
」、「
蓬
萊
」
に
至
っ
て
貴
妃
の
魂
に
巡
り
会
う
こ
と
に
な
る
。
男
達
は
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
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異
郷
を
訪
れ
て
、
女
と
出
会
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
出
会
い
は
永
続
し
な
い
。
男
と
女
に
は
、
別
離
の
運
命
が
待
っ
て
い
た
。「
牛
飼
い
」
は
、「
白
い
波
の
さ
か
ま
く

大
き
な
川
」
に
二
度
も
阻
ま
れ
、つ
い
に
は
「
天
帝
の
命
令
」
に
よ
り
「
天
の
川
」
の
東
西
に
隔
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

も
と
よ
り
、『
長
恨
歌
』
の
方
士
は
、「
人
間
」
に
待
つ
玄
宗
の
元
に
帰
っ
て
来
る
こ
と
が
そ
の
使
命
で
あ
っ
た
。

「
牛
飼
い
」
が
「
牛
飼
い
（
牽
牛
）
の
星
」
と
な
っ
て
、
天
上
に
留
ま
る
点
は
、
浦
島
説
話
の
結
末
と
は
異
な
る
け
れ
ど
も
、
大

よ
そ
の
展
開
は
、
民
話
、『
長
恨
歌
』
と
も
に
、
そ
の
後
半
は
浦
島
説
話
と
重
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、分
け
て
も
、民
話
と
『
長
恨
歌
』
の
類
同
の
点
で
注
目
す
べ
き
は
、話
の
最
後
に
、「
金
の
か
ん
ざ
し
」
と
「
七
月
七
日
」

が
印
象
的
に
語
ら
れ
る
点
で
あ
ろ
う
。

『
長
恨
歌
』
で
は
、「
空
持　
二
旧
物　
一
表　
二
深
情　
一　

鈿
合
金
釵
寄
将
去
」
と
、「
金
釵
」
ま
さ
し
く
「
金
の
か
ん
ざ
し
」
が
方
士
へ

託
さ
れ
た
。
そ
し
て
ま
た
「
比
翼
連
理
」
の
誓
い
が
な
さ
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
「
七
月
七
日
長
生
殿
」
で
あ
っ
た
、
と
『
長
恨
歌
』

は
明
記
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、そ
の
「
比
翼
連
理
」
の
契
、生
ま
れ
変
り
死
に
変
り
し
て
も
、必
ず
ま
た
夫
婦
と
し
て
相
い
会
お
う
と
い
う
約
束
は
、「
天

の
川
」
に
隔
て
ら
れ
て
も
、「
年
に
一
度
、
七
月
七
日
の
夜
だ
け
は
」
再
会
が
叶
う
、
と
い
う
民
話
の
結
末
に
対
応
し
て
い
る
と
見

る
こ
と
が
出
来
る
。

「
金
の
か
ん
ざ
し
」
と
将
来
の
再
会
を
約
束
す
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
こ
れ
ら
の
一
致
。
こ
れ
ら
も
偶
合
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

憶
測
す
る
に
、
こ
れ
ら
は
こ
の
種
の
民
話
の
、『
長
恨
歌
』
へ
の
反
映
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。
恐
ら
く
、
古
い

時
代
に
こ
の
種
の
民
話
が
す
で
に
あ
っ
て
、
そ
れ
が
『
長
恨
歌
』
に
影
響
し
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
（
６
）。
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翻
っ
て
、
日
本
の
浦
島
説
話
。
日
本
の
浦
島
説
話
の
結
末
に
も
同
様
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
登
場
し
て
い
た
。
別
れ
に
際
し
て
浦
島
太

郎
に
贈
ら
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
玉
手
箱
」
は
、『
風
土
記
』
そ
の
他
、
古
代
の
文
献
に
は
「
玉
匣
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
玉
」
は
美

称
。「
匣
」
は
『
萬
葉
集
』
で
は
「
篋く
し
げ」。「
く
し
げ
」
は
「
櫛
笥
」、す
な
わ
ち
櫛
の
箱
で
あ
る
。
つ
ま
り
、浦
島
子
に
託
さ
れ
た
「
玉

匣
」
に
は
、「
櫛
」
が
入
っ
て
い
た
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
必
ず
、「
金
の
か
ん
ざ
し
」
の
変
型
で
あ
っ
た
に
違
い

な
い
（
７
）。

ま
た
、『
長
恨
歌
』
で
、「
金
釵
」
と
と
も
に
方
士
に
与
え
ら
れ
た
「
鈿
合
」
も
、「
青
貝
細
工
の
小
箱
。「
鈿
」
は
螺
鈿
で
青
貝
を

い
う
。「
合
」
は
盒
で
、
小
箱
で
香
盒
の
類
を
い
う
」（
近
藤
春
雄
『
長
恨
歌
・
琵
琶
行
の
研
究
』）
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
そ
の
、「
玉

匣
」
に
通
う
も
の
と
な
る
。

あ
る
い
は
、浦
島
へ
伝
え
ら
れ
た
「
こ
の
筥
を
開
く
な
ゆ
め
」（『
萬
葉
集
』）
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
。こ
れ
も
ま
た
貴
妃
に
よ
る
「
比

翼
連
理
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
疑
い
を
容
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
う
考
え
る
と
き
、
こ
の
種
の
民
話
の
『
長
恨
歌
』
へ
の
影
響
の
蓋
然
性
は
、
ま
す
ま
す
大
き
い
も
の
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。た

だ
し
、
右
に
引
い
た
民
話
は
、
現
代
中
国
で
採
取
さ
れ
た
民
話
で
あ
っ
て
、『
長
恨
歌
』
成
立
の
以
前
に
溯
る
と
い
う
明
証
は

無
い
。
し
か
し
、
民
話
と
い
う
性
格
上
、
そ
れ
が
『
長
恨
歌
』
以
前
に
溯
る
と
い
う
こ
と
も
大
い
に
あ
り
得
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。

と
言
う
の
も
、
こ
の
種
の
民
話
、
今
ま
で
羽
衣
説
話
に
浦
島
説
話
が
接
合
さ
れ
た
、
と
言
っ
て
き
た
こ
の
種
の
民
話
が
、
羽
衣
説

話
の
一
大
類
型
と
し
て
、
中
国
で
広
播
な
分
布
を
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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君
島
久
子
「
中
国
の
羽
衣
説
話
─
そ
の
分
布
と
系
譜
─
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
二
一
集
）
に
は
、
そ
う
し
た
中
国
の
「
口
頭
伝

承
に
よ
る
説
話
」
が
い
く
つ
か
紹
介
さ
れ
、
そ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。

（
１
）　

貧
し
い
若
者
が
牛
を
飼
っ
て
い
る
。

（
２
）　

牛
に
教
え
ら
れ
て
、
河
に
天
女
た
ち
が
沐
浴
に
き
た
の
を
発
見
す
る
。

（
３
）　

そ
の
中
の
一
人
の
羽
衣
を
か
く
し
て
、
天
女
（
織
女
）
を
妻
と
す
る
。

（
４
）　

子
供
が
生
れ
る
。

（
５
）　

天
女
は
衣
を
み
つ
け
て
着
て
飛
び
去
る
。

（
６
）　

牛
郎
は
、
牛
の
助
け
で
（
牛
衣
を
着
て
）
天
に
追
い
か
け
る
。

（
７
）　

仙
女
あ
る
い
は
王
母
に
よ
っ
て
阻
止
さ
れ
、
二
人
は
一
年
に
一
度
七
月
七
日
に
会
う
。

前
に
引
用
し
た
江
蘇
省
の
民
話
は
、
こ
の
一
例
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
中
国
で
は
、
わ
た
く
し
に
後
半
が
浦
島
説
話
の
接
合
で
あ
る

と
し
た
こ
の
形
の
羽
衣
説
話
が
、
む
し
ろ
一
般
的
で
さ
え
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
分
布
の
大
き
さ
は
、
や
は
り
そ
の
説
話
の
古
さ
を
も
窺
わ
せ
る
も
の
で
は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
形
、
す
な
わ
ち
七
夕

型
の
羽
衣
説
話
の
、『
長
恨
歌
』
へ
の
反
映
の
蓋
然
性
は
、
い
よ
い
よ
考
え
ら
れ
て
よ
い
。

そ
し
て
、
こ
の
形
の
羽
衣
説
話
の
分
布
は
、
実
は
日
本
に
も
及
ん
で
い
た
。

柳
田
国
男
『
年
中
行
事
覚
書
』「
犬
飼
七
夕
譚
」
に
も
、「
天
草
地
方
に
数
多
く
伝
は
つ
て
居
る
七
夕
の
由
来
譚
」
と
し
て
、
そ
う

し
た
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。



八
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天
女
の
着
物
を
匿
し
て
そ
れ
を
娶
つ
た
若
者
は
、
其
家
に
一
匹
の
犬
を
飼
つ
て
居
た
。（
中
略
）
三
年
も
し
た
か
ら
も
う
よ
か

ら
う
と
思
つ
て
、
匿
し
た
着
物
を
出
し
て
や
る
と
、
天
女
は
そ
れ
を
着
て
早
速
昇
天
し
て
し
ま
つ
た
。
若
者
は
恋
ひ
慕
う
て
歎

い
て
居
る
と
、
人
が
来
て
天
に
昇
つ
て
行
く
法
を
教
へ
て
く
れ
た
。
そ
れ
は
一
日
の
中
に
百
足
の
草
履
を
作
つ
て
、
一
本
の
糸

瓜
の
ま
は
り
に
埋
め
て
置
く
と
、
瓜
の
蔓
は
一
晩
に
天
に
届
く
か
ら
、
そ
れ
に
伝
は
つ
て
行
け
と
い
ふ
の
で
喜
ん
で
其
通
り
に

す
る
と
、
九
十
九
足
し
か
出
来
ぬ
う
ち
に
日
が
暮
れ
た
。
そ
れ
で
も
相
応
に
糸
瓜
は
空
高
く
伸
び
た
の
で
、
そ
れ
を
攀
ぢ
登
つ

て
行
く
と
犬
も
後
か
ら
跟
い
て
来
た
が
、
草
履
が
た
つ
た
一
足
だ
け
足
ら
ぬ
ば
か
り
に
、
天
ま
で
も
う
一
歩
と
い
ふ
所
で
糸
瓜

は
止
ま
つ
て
居
る
。
さ
う
す
る
と
犬
は
飛
上
が
つ
て
尻
尾
を
垂
ら
し
若
者
は
そ
れ
に
つ
か
ま
つ
て
、
や
つ
と
の
こ
と
で
天
へ
昇

つ
て
行
く
こ
と
が
出
来
た
。
其
若
者
が
犬
飼
さ
ん
、
天
女
は
即
ち
七
夕
さ
ん
で
あ
る
と
い
ふ
。

以
っ
て
、『
長
恨
歌
』
も
恐
ら
く
そ
の
範
型
と
し
た
、
七
夕
の
由
来
を
語
る
一
類
の
羽
衣
説
話
の
、
愛
好
の
古
さ
と
、
広
さ
を
窺

う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
種
の
民
話
の
成
立
も
、『
長
恨
歌
』
以
前
に
溯
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
恐
ら
く
、
こ
の
形
の
民
話
は
、
そ
れ
ま
で
あ
っ

た
羽
衣
説
話
と
浦
島
説
話
の
接
合
に
よ
っ
て
成
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
接
合
も
古
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
（
８
）。
そ

う
し
て
、
そ
の
よ
う
な
民
話
が
、
す
で
に
『
長
恨
歌
』
に
反
映
し
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。『
長
恨
歌
』
の
内
容
と
は
、

玄
宗
・
貴
妃
の
逸
事
を
七
夕
型
の
羽
衣
説
話
の
展
開
に
沿
っ
て
再
構
成
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

大
唐
の
大
詩
人
、
白
楽
天
に
よ
る
一
大
傑
作
『
長
恨
歌
』。
し
か
し
、
そ
の
『
長
恨
歌
』
も
、
意
外
な
こ
と
に
、
一
個
人
の
創
作

に
終
始
す
る
も
の
で
は
な
く
、
背
後
に
は
、
そ
の
土
壌
と
な
っ
た
民
話
の
世
界
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
土
壌
か
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ら
多
く
を
得
、
多
く
を
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
長
恨
歌
』
は
ま
た
、
大
き
な
支
持
を
得
、
名
実
と
も
に
傑
作
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
土
壌
は
恐
ら
く
、
日
本
に
も
広
が
っ
て
い
た
。
と
す
れ
ば
、『
長
恨
歌
』
が
日
本
に
も
広
く
受
け
容
れ
ら
れ
た
こ

と
も
、
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

天
界
か
ら
美
女
が
舞
い
降
り
る
。
そ
の
入
浴
の
姿
に
心
魅
入
ら
れ
た
男
が
、
し
ば
し
の
間
女
を
妻
と
す
る
。
し
か
し
、
女
は
羽
衣

と
と
も
に
天
上
界
へ
帰
っ
て
行
っ
て
し
ま
う
。

け
れ
ど
も
、愛
し
た
女
を
追
い
求
め
る
の
は
人
情
。
物
語
は
さ
ら
に
続
い
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
男
は
女
を
求
め
て
天
界
に
登
る
。

束
の
間
の
再
会
。
け
れ
ど
も
、
別
れ
は
天
命
な
の
か
、
二
人
は
ま
た
も
や
引
き
裂
か
れ
、
女
は
再
び
男
の
元
を
去
っ
て
行
っ
て
し
ま

う
。
わ
ず
か
に
残
る
、
再
会
の
約
束
。

壮
大
な
時
空
を
舞
台
に
、
繰
り
広
げ
ら
れ
る
悲
恋
物
語
。
そ
れ
は
ど
ん
な
に
、
人
の
心
を
捉
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

中
国
、
日
本
に
留
ま
ら
ず
、
広
く
世
界
の
人
々
を
魅
了
し
た
二
大
物
語
、
羽
衣
と
浦
島
。
そ
の
二
つ
を
有
機
的
に
包
摂
し
た
、
牽

牛
・
織
女
の
物
語
。

『
長
恨
歌
』
の
語
る
、
玄
宗
・
貴
妃
の
物
語
こ
そ
は
、
ま
さ
に
そ
の
骨
格
を
さ
な
が
ら
に
備
え
た
物
語
で
あ
っ
た
。

『
源
氏
物
語
』
が
、『
長
恨
歌
』
を
強
烈
に
意
識
し
、
そ
の
変
奏
を
何
度
も
作
中
に
繰
り
返
し
た
の
も
、
そ
れ
は
け
だ
し
当
然
の
こ

と
で
あ
っ
た
、
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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注（
１
）「
余
は
古
来
殆
ど
無
批
判
的
に
是
認
伝
誦
さ
れ
て
ゐ
た
白
氏
文
集
渡
来
の
年
代
に
関
し
て
、
聊
か
研
究
の
歩
を
進
め
た
結
果
、
そ
れ
は
、

大
凡
経
国
集
の
撰
成
つ
た
天
長
四
年
以
後
、
し
か
し
て
遅
く
も
藤
原
岳
守
が
発
見
奏
上
の
事
の
あ
つ
た
承
和
五
年
に
先
つ
数
年
即
ち
承

和
一
・
二
年
頃
に
は
已
に
渡
来
し
て
、
篁
や
春
道
等
に
愛
読
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。
思
ふ
に
、
篁
は
天

長
九
年
太
宰
少
弐
に
任
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
或
は
此
の
頃
已
に
、
九
国
の
地
に
在
つ
て
、
嵯
峨
天
皇
叡
覧
の
そ
れ
と
は
別
個
の
文
集
を

入
手
し
て
、
深
く
こ
れ
を
耽
読
し
、
翌
十
年
東
宮
学
士
と
し
て
帰
京
す
る
や
、
春
道
な
ど
に
も
貸
与
し
て
、
相
共
に
元
白
の
新
詞
体
を

喜
び
摹
し
て
居
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
若
し
、
此
の
想
像
に
し
て
事
実
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
か
の
江
談
抄
所
載
の
「
閇　
レ

閣
云
々
」
の
逸
話
も
、
強
ち
に
、
無
稽
妄
誕
採
る
に
足
ら
ぬ
巷
談
俗
説
と
し
て
の
み
、
取
扱
つ
て
ゐ
る
わ
け
に
は
い
く
ま
い
」。

�

（
金
子
彦
二
郎
『
平
安
時
代
文
学
と
白
氏
文
集
』）

（
２
）
貞
観
三
年
東
大
寺
大
仏
供
養
の
際
の
舞
楽
は
、「
天
人
天
女
、
彩
衣
霓
裳
」
と
描
か
れ
て
い
る
（『
日
本
三
代
実
録
』）。

（
３
）
男
が
こ
の
世
な
ら
ぬ
世
界
へ
行
っ
て
女
と
巡
り
会
う
と
い
う
、
こ
の
話
の
展
開
が
す
で
に
浦
島
説
話
に
重
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
話
の
、「
取　
二
桂
枝　
一
、
向　
レ
空
擲　
レ
之
、
化
為　
二
大
橋　
一
」
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
も
、
七
夕
説
話
に
見
ら
れ
る
「
鵲
橋
」
の
モ
テ
ィ
ー

フ
に
重
な
る
。

（
４
）「
こ
の
驪
山
長
生
殿
で
の
七
夕
密
誓
と
い
う
名
場
面
は
、
史
実
と
し
て
は
絶
対
に
あ
り
得
な
い
文
学
上
の
虚
飾
で
あ
っ
た
」、「
仮
に
史

実
に
は
無
い
文
学
上
の
虚
飾
だ
と
し
て
も
、
楊
貴
妃
伝
説
で
は
、
白
居
易
の
「
長
恨
歌
」
に
設
定
す
る
よ
う
に
、
二
人
の
密
誓
は
牽
牛

織
女
二
星
が
密
会
す
る
七
夕
に
、し
か
も
長
久
の
愛
情
を
連
想
す
る
長
生
殿
に
お
い
て
で
あ
る
の
が
他
の
何
よ
り
相
応
し
い
で
あ
ろ
う
」

（
竹
村
則
行
「
洪
昇
の
七
夕
詩
と
『
長
生
殿
』」『
楊
貴
妃
文
学
史
研
究
』）。

（
５
）
仁
明
天
皇
四
十
賀
に
は
、「
興
福
寺
大
法
師
等
」
に
よ
っ
て
、「
浦
島
子
暫
昇　
二
雲
漢　
一
而
得　
二
長
生　
一
、
吉
野
女
眇
通　
二
上
天　
一
而
来
且
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去
等
像
」
が
献
じ
ら
れ
、
そ
の
長
歌
に
も
「
浦
島
子
」、「
熊
志
祥
天
女
」
が
対
に
し
て
歌
わ
れ
て
い
る
（『
続
日
本
後
紀
』
嘉
祥
二
年

三
月
廾
六
日
）。
あ
る
い
は
ま
た
、
古
い
羽
衣
説
話
と
浦
島
説
話
が
、
と
も
に
『
丹
後
国
風
土
記
』
に
見
出
さ
れ
る
の
も
、
偶
然
で
は

な
い
か
も
知
れ
な
い
。

（
６
）「
作
ら
れ
た
時
期
が
明
確
で
な
い
が
、「
歌
」「
伝
」、
ま
た
こ
の
話
（『
太
平
広
記
』
神
仙
部
巻
二
十
「
楊
通
幽
」）
な
ど
に
先
行
し
て
、

同
様
の
伝
説
が
す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
」（
下
定
雅
弘
『
長
恨
歌　

楊
貴
妃
の
魅
力
と
魔
力
』）。

（
７
）『
源
氏
物
語
』
桐
壷
の
巻
に
は
、
亡
き
桐
壷
更
衣
の
実
家
に
弔
問
に
訪
れ
た
靭
負
の
命
婦
に
託
さ
れ
た
、
桐
壷
帝
へ
の
贈
物
、「
た
ゞ

か
の
御
形
見
に
と
て
、
か
ゝ
る
用
も
や
と
残
し
給
へ
り
け
る
御
装
束
一
領
、
御
髪
上
の
調
度
め
く
物
」
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

（
８
）「
羅
永
麟
「
試
論
牛
郎
織
女
」（『
論
中
国
四
大
民
間
故
事
』）
は
、
唐
代
以
後
に
な
り
、
牛
郎
織
女
の
物
語
り
と
毛
衣
女
（
白
鳥
処
女

伝
説
）
や
両
兄
弟
（
兄
嫁
の
弟
い
じ
め
）
の
モ
チ
ー
フ
と
が
結
合
し
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
す
る
。
も
し
時
代
的
な
比
較
を
す
れ
ば
、
毛

衣
女
の
モ
チ
ー
フ
の
ほ
う
が
両
兄
弟
の
モ
チ
ー
フ
よ
り
も
、
よ
り
古
い
段
階
で
七
夕
伝
説
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
」（
小
南
一

郎
『
西
王
母
と
七
夕
伝
承
』）。

付
記　

本
稿
成
る
に
当
っ
て
、
平
成
二
十
五
年
度
成
城
大
学
特
別
研
究
助
成
を
受
け
た


